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ⅠⅠⅠⅠ    調査調査調査調査のののの概要概要概要概要    
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 男女が共に参画できるまちづくりをめざすため「宇治田原町男女共同参画計画」を策定するに

あたって、男女共同参画社会に対する住民の現状や意識、ニーズ等を把握し、計画に反映するた

め無作為に選んだ 500 人の住民を対象にアンケート調査を実施したものです。 

 

 

 

 

 

（１）調査対象 

   20 歳以上の住民から 500 人を無作為抽出 

 

（２）調査方法 

   郵送による配布、回収 

 

（３）調査期間 

   平成 21 年 12 月１日～平成 22 年 1 月 15 日 

 

 

 

 

 

 標本数    500 件 

 有効回収数  242 件 

 有効回収率  48.4％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 留意事項：回答結果は小数点第二位以下を四捨五入しています。このため単数回答においては内訳の合計値 

 が９９．０になるなど１００．０にならない場合があります。 

 

 

１１１１    調査調査調査調査のののの目的目的目的目的    

２２２２    調査調査調査調査のののの方法方法方法方法    

３３３３    回収状況回収状況回収状況回収状況    

 本調査報告書では、一部の分析において内閣府男女共同参画局が平成１９年、平成２１

年に行った全国の世論調査結果と比較をしています。 

〈全国調査の実施概要〉 

○ 調査対象  全国 20 歳以上の者 

○ 標本数   5,000 人 

○ 調査時期  平成 19 年：平成 19 年 7 月 26 日～8 月 12 日 

        平成 21 年：平成 21 年 10 月１日～10 月 18 日 

○ 調査方法  調査員による個別面接聴取 

○ 有効回答数 平成 19 年：3,118 人 

        平成 21 年：3,240 人 

○ 有効回収率 平成 19 年：62.4％ 

        平成 21 年：64.8％ 
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ⅡⅡⅡⅡ    調査調査調査調査のののの結果結果結果結果    
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（（（（１１１１））））性別性別性別性別    

    

  問問問問１１１１    あなたのあなたのあなたのあなたの性別性別性別性別はははは。。。。 

 

    男性が 45.5％、女性が 53.3％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（（（（２２２２））））年齢年齢年齢年齢    

    

     問問問問２２２２    あなあなあなあなたのたのたのたの年齢年齢年齢年齢はははは。。。。 

 

    20 歳代が 12.4％、30 歳代が 11.6％、40 歳代が 10.7％、50 歳代が 21.9％、60 

   歳代が 22.7％、70 歳以上が 19.4％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１１１    基本的事項基本的事項基本的事項基本的事項    

男性 45.5%

無回答 1.2%

女性 53.3%

２０歳代
12.4%

３０歳代
11.6%

４０歳代
10.7%

５０歳代
21.9%

６０歳代
22.7%

７０歳以上
19.4%

無回答
1.2%
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（（（（３３３３））））居住地域居住地域居住地域居住地域    

 

  問問問問３３３３    あなたのおあなたのおあなたのおあなたのお住住住住まいはどちらですかまいはどちらですかまいはどちらですかまいはどちらですか。。。。      

 

    旧田原地域が 53.3％、旧宇治田原地域が 45.0％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（（（（４４４４））））既婚既婚既婚既婚・・・・未婚未婚未婚未婚    

 

  問問問問４４４４    あなたはあなたはあなたはあなたは結婚結婚結婚結婚されていますかされていますかされていますかされていますか。。。。   

 

  「結婚している」が 73.６％、「離別・死別」が 7.4％、「結婚していない」が 16.5％となっ 

 ています。 

  年齢別では２０歳代で「結婚している」の割合が最も小さく、３０～６０歳代で大きくなっ 

 ています。また、７０歳代以上では「離別・死別」の割合が大きくなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

旧田原地区
53.3%

無回答 1.7%

旧宇治田原地区
45.0%

73.6%

75.0%

92.5%

90.9%

74.5%

16.5%

93.3%

21.4%

0.8%

3.3%

1.8%

23.4%

3.3%

84.6% 11.5%

3.8%

1.8%

3.8%

3.6%

5.5%

3.8%

7.4%1.7%

2.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳以上

結婚している 結婚していない 結婚していないが異性と同居している 離別・死別 無回答
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（（（（５５５５））））家族形態家族形態家族形態家族形態  

 

 問問問問５５５５    あなたとあなたとあなたとあなたと一緒一緒一緒一緒にににに暮暮暮暮らしているごらしているごらしているごらしているご家族家族家族家族はははは      

 

   単身世帯（ひとり暮らし）が 3.7％、一世代世帯（夫婦だけ）が 47.1％、二世代世帯（親 

  と子ども）が 32.6％、三世代世帯（親と子と孫）が 11.2％などとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（（（（６６６６））））職業職業職業職業    

 

 問問問問６６６６    あなたのあなたのあなたのあなたの職業職業職業職業はははは。（。（。（。（２２２２つつつつ以上以上以上以上のののの職業職業職業職業ををををおもちおもちおもちおもちのののの場合場合場合場合はははは、、、、主主主主たるたるたるたる職業職業職業職業をををを１１１１つだけつだけつだけつだけ選選選選んでんでんでんで    

            くださいくださいくださいください。。。。なおなおなおなお、、、、出産出産出産出産・・・・育児育児育児育児・・・・介護介護介護介護などなどなどなどでででで休暇中休暇中休暇中休暇中のののの場合場合場合場合はははは、、、、働働働働いているものとしていているものとしていているものとしていているものとして回回回回    

            答答答答してくださいしてくださいしてくださいしてください。）。）。）。） 

 

  「会社員」が 23.6％、「公務員」が 6.6％、「農林業」が 5.0％、「自営業」が 11.2％、「パ 

 ート・アルバイト・内職」が 15.3％、「学生」が 2.5％、「家事専業」が 12.0％、「無職」が 

 19.4％などとなっています。 

  性別では、男性で「会社員」が 33.6％と多く、女性で「パート・アルバイト・内職」が 24.8％、 

 「家事専業」が 22.5％と多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他の世帯

1.7%

無回答 3.7%
単身世帯 3.7%

二世代世帯

32.6%

三世代世帯

11.2%

一世代世帯

47.1%

23.6%

14.7%

6.6%

9.7%

5.0%

8.8%

11.2%

13.3%

15.3%

4.4%

24.8%

12.0%

22.5%

19.4%

20.4%

18.6%

33.6%

3.9%

1.6%

9.3%

1.6%

2.5%

3.5%

2.3%

3.5%

2.9%

0.8%

2.7%

1.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

男性

女性

会社員 公務員
農林業 自営業
パート・アルバイト・内職 学生
家事専業 無職
その他 無回答
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（（（（７７７７））））共働共働共働共働きのきのきのきの状況状況状況状況    

    

    問問問問７７７７    （（（（結婚結婚結婚結婚されているされているされているされている方方方方におたずねしますにおたずねしますにおたずねしますにおたずねします。）。）。）。）あなたのあなたのあなたのあなたのごごごご夫婦夫婦夫婦夫婦はははは共働共働共働共働きをしていますかきをしていますかきをしていますかきをしていますか。。。。    

  

  「共働きしている」が 49.4％、「共働きしていない」が 50.0％となっています。 

  年代別に見ると、２０歳代では 100.0％、３０～５０歳代では 6～7 割の方が共働きをして 

  います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

66.7%

67.3%

40.0%

11.4%

50.0%

33.3%

27.3%

32.7%

60.0%

85.7%

49.4%

100.0%

72.7%

2.9%

0.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳以上

共働きしている 共働きしていない 無回答
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    問問問問８８８８    男女平等男女平等男女平等男女平等はははは憲法憲法憲法憲法でででで保障保障保障保障されていますがされていますがされていますがされていますが、、、、現在現在現在現在、、、、日本日本日本日本のののの社会社会社会社会においてにおいてにおいてにおいて男女男女男女男女のののの地位地位地位地位はははは、、、、                

                どのどのどのどの程度平等程度平等程度平等程度平等になっているとになっているとになっているとになっていると思思思思いますかいますかいますかいますか。。。。それぞれのそれぞれのそれぞれのそれぞれの項目項目項目項目についてについてについてについて、、、、あてはまるあてはまるあてはまるあてはまる番番番番    

                号号号号にににに○○○○印印印印をつけてくださいをつけてくださいをつけてくださいをつけてください。。。。    

 

①①①①    家庭生活家庭生活家庭生活家庭生活（（（（家事家事家事家事・・・・育児育児育児育児・・・・介護面介護面介護面介護面などなどなどなど））））ではではではでは    

 

 

 

 

 

  家庭生活全般においては「男性の方が非常に優遇されている」が 17.4％、「どちらかといえ 

 ば男性の方が優遇されている」が 43.0％で、合わせて 60.4％が男性の方が優遇されていると 

 感じています。その一方で「平等である」は 16.9％に留まっています。 

  性別でみると「男性の方が非常に優遇されている」は男性 13.6％、女性 20.9％と、女性が 

 7.3 ポイント高く、「平等である」は男性で 20.9％、女性 13.2％と、男性が 7.7 ポイント高 

 くなっています。 

  年齢別にみると「男性の方が非常に優遇されている」と「どちらかといえば男性の方が優遇 

 されている」の合計は特に 30～50 歳代で高くなっており、70 歳以上で低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２２２２    男女平等男女平等男女平等男女平等にににに関関関関するするするする意識意識意識意識についてについてについてについて    

8.5%

24.5%

32.1%

20.9%

13.6%

40.4%

43.6%

50.9%

57.7%

39.3%

23.3%

44.5%

43.0%

17.0%

14.5%

17.0%

11.5%

10.7%

30.0%

13.2%

20.9%

16.9%

14.9%

7.3%

14.3%

23.3%

10.9%

10.9%

10.8%

19.2%

16.4%

6.7%

17.4%

41.9%

3.8%

4.7%

4.5%

4.5%

13.3%

7.3%

4.3%

2.3%

5.5%

3.7%

3.6%

3.3%

3.8%

3.8%

2.1%

5.5%

3.8%

3.8%

6.2%

3.7%

5.5%

12.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

７０歳以上

６０歳代

５０歳代

４０歳代

３０歳代

２０歳代

女性

男性

全体

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている
平等である 女性の方が非常に優遇されている
どちらかといえば女性の方が優遇されている わからない
無回答

「「「「家庭生活家庭生活家庭生活家庭生活」」」」ににににおいておいておいておいて男性優遇男性優遇男性優遇男性優遇のののの意識意識意識意識がががが全体的全体的全体的全体的にににに高高高高くくくく、、、、平等意識平等意識平等意識平等意識はははは低低低低いいいい。。。。女性女性女性女性やややや３３３３

００００～～～～５０５０５０５０歳代歳代歳代歳代ではこのではこのではこのではこの傾向傾向傾向傾向がががが特特特特にににに強強強強いいいい。。。。宇治田原町宇治田原町宇治田原町宇治田原町はははは全国全国全国全国よりもよりもよりもよりも平等意識平等意識平等意識平等意識はははは低低低低いいいい。。。。 
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  この結果を全国調査（平成２１年）と比較すると宇治田原町は「男性の方が非常に優遇され 

 ている」と「どちらかといえば男性の方が優遇されている」の合計では全国に比べ高く、その 

 一方で、「平等である」は全国に比べで低い結果となっています。（宇治田原町の値は全国調査 

 にあわせて、無回答分を除いたうえで再集計したもの。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18.0% 44.6%

38.7%

17.6%

43.1%

11.2%

1.9%7.8%

4.7%

1.7%

3.9%

6.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

宇治田原町

全国

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等である 女性の方が非常に優遇されている

どちらかといえば女性の方が優遇されている わからない
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②②②②    職場職場職場職場ではではではでは    

 

 

 

 

 

 

  職場においては「男性の方が非常に優遇されている」が 10.7％、「どちらかといえば男性の 

 方が優遇されている」が 37.2％で、合わせて 47.9％が男性の方が優遇されていると感じてい 

 ます。「平等である」は 28.5％に留まっています。 

  性別でみると「男性の方が非常に優遇されている」は、男性 6.4％、女性 14.7％と女性が 

 8.3 ポイント高く、「平等である」は男性で 37.3％、女性 20.2％と、男性が 17.1 ポイント 

 高くなっています。 

  年齢別にみると、30～50 歳代で「男性の方が非常に優遇されている」と「どちらかといえ 

 ば男性の方が優遇されている」の合計は、特に高くなっています。 

 

                                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

31.9%

29.1%

49.1%

34.6%

46.4%

26.7%

40.3%

34.5%

37.2%

10.6%

38.2%

39.6%

19.2%

17.9%

33.3%

20.2%

37.3%

28.5%

29.8%

16.4%

14.3%

20.0%

16.3%

12.7%

14.5%

12.8%

6.4%

7.5%

14.3%

16.7%

14.7%

10.7%

26.9%

5.5%

6.4%

2.5%

4.5%

0.8%

3.3%

3.6%

1.9%

1.8%

2.1%

3.8% 11.5%

3.7%

4.5%

3.1%

3.6%

3.6%

6.4%

3.8%

1.9%

2.9%

4.7%

5.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

７０歳以上

６０歳代

５０歳代

４０歳代

３０歳代

２０歳代

女性

男性

全体

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等である 女性の方が非常に優遇されている

どちらかといえば女性の方が優遇されている わからない
無回答

「「「「職場職場職場職場」」」」ににににおいておいておいておいて全国全国全国全国にににに比比比比べべべべ平等平等平等平等のののの意識意識意識意識はははは若干高若干高若干高若干高いいいい。。。。そのそのそのその一方一方一方一方でででで、、、、女性女性女性女性においてはにおいてはにおいてはにおいては

男性優遇男性優遇男性優遇男性優遇のののの意識意識意識意識がががが高高高高いいいい。。。。このこのこのこの傾向傾向傾向傾向はははは３０３０３０３０～～～～５０５０５０５０歳代歳代歳代歳代でででで特特特特にににに強強強強いいいい。。。。 
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  この結果を全国調査（平成２１年）と比較すると、宇治田原町は「男性の方が非常に優遇さ 

 れている」では全国に比べ低く、その一方で、「平等である」が全国に比べ高い結果となってい 

 ます。（宇治田原町の値は全国調査にあわせ、無回答分を除いたうえで、再集計したもの。）  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                            

 

                                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                           

11.1% 38.3%

46.5%

29.4%

24.4%

14.9%

8.1%15.6%

2.6%

0.9%

3.8%

4.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

宇治田原町

全国

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等である 女性の方が非常に優遇されている

どちらかといえば女性の方が優遇されている わからない
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③③③③    学校教育学校教育学校教育学校教育のののの場場場場ではではではでは    

    

    

    

    

    

     学校教育の場においては「平等である」が 57.4％で、他の調査事項に比べ平等意識は高くな 

 っています。 

  性別でみると「平等である」は男性 64.5％、女性 51.9％で男性が 12.6 ポイント高くなっ 

 ています。その一方で「わからない」は男性 20.9％、女性 31.8％で女性が男性より 10.9 ポ 

 イント高くなっています。 

  年齢別でみると４０歳代で「男性の方が非常に優遇されている」「どちらかといえば男性の方 

 が優遇されている」の合計が最も高くなっています。 

 

 

    

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11.5%

36.2%

43.6%

75.5%

65.4%

57.1%

76.7%

51.9%

64.5%

57.4%

38.3%

34.5%

17.0%

11.5%

35.7%

16.7%

31.8%

20.9%

26.9%

1.6%

7.7%

1.2%

0.9%

1.9%

7.1%

6.4%

7.3%

7.0%

5.4%

3.6%

1.9%

6.7%

2.5%

3.6%

1.6%

2.1%

3.6%

1.9%

2.1%

4.5%

2.1%

3.6%

3.8%

1.9%

14.9%

7.3%

6.2%

4.5%

1.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

７０歳以上

６０歳代

５０歳代

４０歳代

３０歳代

２０歳代

女性

男性

全体

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等である 女性の方が非常に優遇されている

どちらかといえば女性の方が優遇されている わからない

無回答

「「「「学校教育学校教育学校教育学校教育」」」」ににににおいておいておいておいて全国全国全国全国のののの傾向傾向傾向傾向にににに類似類似類似類似してしてしてして、、、、平等意識平等意識平等意識平等意識がががが全体的全体的全体的全体的にににに高高高高いいいい。。。。 
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   この結果を全国調査（平成２１年）と比較すると、宇治田原町は「平等である」が低く、 

  男性・女性のどちらが優遇されているかについては全国との差は、あまり見られない結果と 

  なっています。（宇治田原町の値は全国調査にあわせ、無回答分を除いたうえで、再集計した 

  もの。）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.6%

12.0%

60.2%

68.1%

28.1%

13.1%

1.9%

1.3%
2.6%

0.9% 3.9%

2.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

宇治田原町

全国

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等である 女性の方が非常に優遇されている

どちらかといえば女性の方が優遇されている わからない



  

 - 14 -  

④④④④    地域活動地域活動地域活動地域活動のののの場場場場((((自治会自治会自治会自治会・・・・ボランティアボランティアボランティアボランティア活動活動活動活動などなどなどなど))))ではではではでは    

 

 

 

 

 

     地域活動の場においては、「男性の方が非常に優遇されている」2.9％、「女性の方が非常に 

 優遇されている」7.4％で「女性の方が非常に優遇されている」が 4.5％上回っていますが、「男 

 性の方が非常に優遇されている」「どちらかといえば男性の方が優遇されている」の合計 18.2％ 

 と「女性の方が非常に優遇されている」「どちらかといえば女性の方が優遇されている」の合計 

 12.4％では、男性の方が優遇されていると感じている結果が若干高くなっています。また「平 

 等である」は 49.2％となっています。 

  性別でみると「平等である」は男性 61.8％、女性 38.0％で男性が 23.8 ポイント高くなっ 

 ています。 

  年齢別にみると４０歳代で「男性の方が非常に優遇されている」と「どちらかといえば男性 

 の方が優遇されている」の合計が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

29.8%

52.7%

60.4%

50.0%

42.9%

56.7%

38.0%

61.8%

49.2%

27.7%

12.7%

11.3%

7.7%

25.0%

13.3%

20.9%

11.8%

16.5%

11.5%

1.8%

2.9%

2.7%

3.1%

3.3%

3.6%

1.9%

17.0%

18.9%

19.2%

21.4%

19.4%

10.9%

15.3%

10.9%

6.7%

7.4%

8.2%

7.0%

20.0%

3.6%

3.8%

1.9%

9.1%

8.5%

5.0%

4.5%

5.4%

3.6%

7.7%

5.7%

7.3%

4.3%

3.7%

6.2%

5.5%

12.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

７０歳以上

６０歳代

５０歳代

４０歳代

３０歳代

２０歳代

女性

男性

全体

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等である 女性の方が非常に優遇されている

どちらかといえば女性の方が優遇されている わからない
無回答

「「「「地域活動地域活動地域活動地域活動」」」」ににににおけるおけるおけるおける平等意識平等意識平等意識平等意識はははは高高高高いがいがいがいが、、、、女性女性女性女性はははは男性男性男性男性にににに比比比比べべべべ平等意識平等意識平等意識平等意識はははは低低低低いいいい。。。。 
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  この結果を全国調査（平成２１年）と比較すると、宇治田原町は「男性の方が非常に優遇さ 

 れている」、「どちらかといえば男性の方が優遇されている」が全国と比べると低い結果となっ 

 ていますが、「女性の方が非常に優遇されている」、「どちらかといえば女性の方が優遇されてい 

 る」が、全国と比べると高い結果となっています。（宇治田原町の値は全国調査にあわせ、無回 

 答分を除いたうえで、再集計したもの。）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.0% 15.9%

28.2%

51.1%

51.0%

17.2%

7.3%6.5%

7.7%

0.6%

5.2%

6.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

宇治田原町

全国

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等である 女性の方が非常に優遇されている

どちらかといえば女性の方が優遇されている わからない
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⑤⑤⑤⑤    政治政治政治政治やややや行政行政行政行政のののの政策政策政策政策・・・・方針決定方針決定方針決定方針決定のののの場場場場ではではではでは    

        

    

    

    

    

    

 

  政治や行政の政策・方針決定の場においては「男性の方が非常に優遇されている」8.7％、 

 「どちらかといえば男性の方が優遇されている」42.1％で、合計 50.8％が男性の方が優遇さ 

 れていると感じています。その一方で「平等である」は 26.4％に留まっています。 

  性別でみると「男性の方が非常に優遇されている」は男性 4.5％に対し、女性 12.4％と女性 

 が 7.9 ポイント高くなっています。その一方で「平等である」は男性で 35.5％に対し、女性 

 17.8％と男性が 17.7 ポイント高くなっています。 

  年齢別でみると「男性の方が非常に優遇されている」と「どちらかといえば男性の方が優遇 

 されている」の合計は、２０～５０歳代で高くなっており、６０歳以上で低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13.2%

7.1%

38.3%

30.9%

49.1%

26.9%

50.0%

66.7%

41.9%

43.6%

42.1%

19.1%

29.1%

26.4%

38.5%

28.6%

16.7%

17.8%

35.5%

26.4%

1.8%

23.4%

27.3%

7.5%

7.7%

14.3%

10.0%

20.2%

12.7%

16.5%

12.8%

4.3%

3.3%

12.4%

4.5%

23.1%

5.5%

8.7%

3.8%

3.3%

1.2%

2.7%

2.1%

3.8%

1.6%

0.9%

1.2%

5.5%

3.7%

6.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

７０歳以上

６０歳代

５０歳代

４０歳代

３０歳代

２０歳代

女性

男性

全体

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等である 女性の方が非常に優遇されている

どちらかといえば女性の方が優遇されている わからない

無回答

「「「「政治政治政治政治やややや行政行政行政行政のののの施策施策施策施策・・・・方針決定方針決定方針決定方針決定のののの場場場場」」」」ににににおいておいておいておいて男性優遇男性優遇男性優遇男性優遇のののの意識意識意識意識がががが全体的全体的全体的全体的にににに高高高高くくくく、、、、平等意平等意平等意平等意

識識識識はははは低低低低いいいい。。。。女性女性女性女性やややや 20202020～～～～50505050 歳代歳代歳代歳代ではこのではこのではこのではこの傾向傾向傾向傾向がががが強強強強いいいい。。。。ただしただしただしただし、、、、全国全国全国全国とととと比比比比べるとべるとべるとべると男性優遇男性優遇男性優遇男性優遇のののの

意識意識意識意識はははは低低低低いいいい傾向傾向傾向傾向にあるにあるにあるにある。。。。 
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  この結果を全国調査（平成２１年）と比較すると、宇治田原町は「男性の方が非常に優遇さ 

 れている」、「どちらかといえば男性の方が優遇されている」では全国と比べると低くなってい 

 ます。（宇治田原町の値は全国調査にあわせ、無回答分を除いたうえで、再集計したもの。）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9.0% 43.8%

48.1%

17.2%

5.1%23.7% 21.0%

27.5%

0.3%

1.3% 1.3%

1.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

宇治田原町

全国

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等である 女性の方が非常に優遇されている

どちらかといえば女性の方が優遇されている わからない
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⑥⑥⑥⑥    法律法律法律法律やややや制度制度制度制度のののの上上上上ではではではでは    

    

    

    

    

    

    

  法律や制度の上では、「男性の方が非常に優遇されている」が 5.4％、「どちらかといえば男 

 性の方が優遇されている」が 27.3％で、合わせて 32.7％が男性の方が優遇されていると感じ 

 ており、「平等である」35.1％とほぼ同じ割合となっています。 

  性別でみると「平等である」は男性 54.5％に対し、女性 19.4％と、男性が 35.1％高くな 

 っています。また「男性の方が非常に優遇されている」と「どちらかといえば男性の方が優遇 

 されている」の合計は男性 20.9％に対し、女性 41.8％と女性が 20.9 ポイント高くなってい 

 ます。 

  年齢別にみると「男性の方が非常に優遇されている」と「どちらかといえば男性の方が優遇 

 されている」の合計は３０歳代で最も高く、６０歳代で最も低くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

23.4%

16.4%

39.6%

23.1%

42.9%

20.0%

33.3%

20.0%

27.3%

31.9%

36.4%

34.0%

42.3%

25.0%

46.7%

19.4%

54.5%

35.1%

19.1%

25.5%

15.1%

19.2%

17.9%

10.0%

22.5%

13.6%

18.2%

4.3%

3.8%

7.1%

6.7%

5.4%

0.9%

8.5%

3.6%

7.7%

2.1%

9.1%

4.7%

5.5%

5.0%

10.0%

3.8%

3.8%

6.4%

3.6%

3.8%

3.8%

7.1%

6.7%

5.4%

5.4%

5.5%

12.8%

5.5%

6.2%

3.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

７０歳以上

６０歳代

５０歳代

４０歳代

３０歳代

２０歳代

女性

男性

全体

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等である 女性の方が非常に優遇されている

どちらかといえば女性の方が優遇されている わからない
無回答

「「「「法律法律法律法律やややや制度制度制度制度」」」」ににににおいておいておいておいて男性優遇男性優遇男性優遇男性優遇のののの意識意識意識意識とととと平等平等平等平等のののの意識意識意識意識はほぼはほぼはほぼはほぼ同同同同じじじじ割合割合割合割合となっているがとなっているがとなっているがとなっているが、、、、

女性女性女性女性はははは男性男性男性男性にににに比比比比べべべべ平等意識平等意識平等意識平等意識がががが極極極極めてめてめてめて低低低低いいいい。。。。全国全国全国全国とととと比比比比べるとべるとべるとべると男性優遇男性優遇男性優遇男性優遇のののの意識意識意識意識はははは低低低低いいいい傾向傾向傾向傾向

にあるにあるにあるにある。。。。 
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  この結果を全国調査（平成 21 年）と比較すると、宇治田原町は「平等である」は全国に比 

 べ低く、その一方で「男性の方が優遇されている」と「どちからかといえば男性の方が優遇さ 

 れている」の合計は全国に比べ低い結果となっています。（宇治田原町の値は全国調査にあわせ、 

 無回答分を除いたうえで、再集計したもの。）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.6% 28.3%

33.5%

36.5%

44.4%

18.9%

6.9%7.8%

5.2%

0.9%

5.6%

6.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

宇治田原町

全国

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等である 女性の方が非常に優遇されている

どちらかといえば女性の方が優遇されている わからない
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⑦⑦⑦⑦    社会通念社会通念社会通念社会通念やややや慣習慣習慣習慣習・・・・しきたりなどしきたりなどしきたりなどしきたりなどではではではでは    

 

 

 

 

 

 

  社会通念や慣習・しきたりなどでは、「男性の方が非常に優遇されている」13.6％、「どちら 

 かといえば男性の方が優遇されている」56.2％で、合わせて 69.8％が男性の方が優遇されて 

 いると感じており、「平等である」は 12.0％に留まっています。 

  性別でみると「平等である」は男性 18.2％に対し、女性 7.0％と、男性が 11.2 ポイント高 

 くなっています。 

  年齢別にみると「男性の方が非常に優遇されている」と「どちらかといえば男性の方が優遇 

 されている」の合計は４０歳代で最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10.7%

7.3%

46.8%

50.9%

67.9%

65.4%

64.3%

46.7%

51.9%

61.8%

56.2%

8.5%

16.4%

11.3%

10.7%

23.3%

7.0%

18.2%

12.0%

17.0%

14.5%

14.3%

10.0%

11.6%

9.1%

10.3%

12.8%

5.5%

26.9%

7.3%

13.6%

18.6%

20.0%

17.0%

6.4%

0.8%

1.2%

1.8%

1.8%

2.1%

3.8%

2.9%

1.8%

3.9%

1.9%

3.8%

3.6%

6.4%

1.9%

3.7%

6.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

７０歳以上

６０歳代

５０歳代

４０歳代

３０歳代

２０歳代

女性

男性

全体

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等である 女性の方が非常に優遇されている

どちらかといえば女性の方が優遇されている わからない

無回答

「「「「社会通念社会通念社会通念社会通念やややや慣習慣習慣習慣習・・・・しきたりなどしきたりなどしきたりなどしきたりなど」」」」ににににおいておいておいておいて男性優遇男性優遇男性優遇男性優遇のののの意識意識意識意識がががが極極極極めてめてめてめて高高高高くくくく、、、、平等平等平等平等のののの意意意意

識識識識はははは低低低低いいいい。。。。特特特特にににに女性女性女性女性ではそのではそのではそのではその傾向傾向傾向傾向がががが強強強強いいいい。。。。またまたまたまた全国全国全国全国とととと比比比比べてもべてもべてもべても平等平等平等平等のののの意識意識意識意識はははは低低低低いいいい傾向傾向傾向傾向

にあるにあるにあるにある。。。。 
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  この結果を全国調査（平成２１年）と比較すると、宇治田原町は「平等である」は全国に比 

 べ低い結果となっています。（宇治田原町の値は全国調査にあわせ、無回答分を除いたうえで、 

 再集計したもの。）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14.2% 58.4%

53.2%

12.4%

20.6%

10.7%

18.7%

0.5%

1.3% 3.0%

3.4%

3.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

宇治田原町

全国

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等である 女性の方が非常に優遇されている

どちらかといえば女性の方が優遇されている わからない
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⑧⑧⑧⑧    社会全体社会全体社会全体社会全体ではではではでは    

 

 

 

 

 

  社会全体においては「男性の方が非常に優遇されている」が 7.9％、「どちらかといえば男性 

 の方が優遇されている」が 53.3％で、合わせて 61.2％が男性の方が優遇されていると感じて 

 おり、「平等である」は 17.8％に留まっています。 

  性別でみると「平等である」は男性 25.5％に対し、女性 11.6％と、男性が 13.9 ポイント 

 高く、「男性の方が非常に優遇されている」は男性 1.8％、女性 13.2％と、女性が 11.4 ポイ 

 ント高くなっています。 

  年齢別にみると４０歳代で「男性の方が非常に優遇されている」と「どちらかといえば男性 

 の方が優遇されている」の合計が最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7.5%

10.7%

6.7%

13.2%

40.4%

41.8%

60.4%

69.2%

67.9%

53.3%

50.4%

56.4%

53.3%

17.0%

27.3%

18.9%

7.7%

10.7%

16.7%

11.6%

25.5%

17.8%

17.0%

12.7%

5.7%

10.7%

11.6%

7.3%

9.5%

12.8%
4.3%

1.8%

7.9%

5.5%

19.2%

3.6%

10.0%

1.9%

3.8%

1.6%

4.5%

2.9%

3.6%

10.0%

3.8%

8.5%

4.7%

4.5%

4.5%

3.3%

5.5%

1.9%

7.0%

4.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

７０歳以上

６０歳代

５０歳代

４０歳代

３０歳代

２０歳代

女性

男性

全体

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等である 女性の方が非常に優遇されている

どちらかといえば女性の方が優遇されている わからない
無回答

「「「「社会全体社会全体社会全体社会全体」」」」ににににおいておいておいておいて男性優遇男性優遇男性優遇男性優遇のののの意識意識意識意識がががが極極極極めてめてめてめて高高高高くくくく、、、、平等平等平等平等のののの意識意識意識意識はははは低低低低いいいい。。。。特特特特にににに女性女性女性女性やややや

40404040 歳代歳代歳代歳代ではそのではそのではそのではその傾向傾向傾向傾向がががが強強強強いいいい。。。。 
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（（（（１１１１））））結婚結婚結婚結婚につにつにつについてのいてのいてのいての考考考考ええええ方方方方    

    

問問問問９９９９    あなたあなたあなたあなたはははは結婚結婚結婚結婚についてどのようにおについてどのようにおについてどのようにおについてどのようにお考考考考えですかえですかえですかえですか。。。。あてはまるものをあてはまるものをあてはまるものをあてはまるものを１１１１つだけつだけつだけつだけ選選選選んんんん    

            でくださいでくださいでくださいでください。。。。    

 

 

   

 

 

 

  「結婚すべきである」が 21.9％、「結婚したほうがよい」が 66.1％、「結婚しないほうがよ 

 い」が 2.5％となっています。「その他」の回答も 7.0％と高く、記述内容は「本人の自由」等 

 とする意見が多くなっています。 

  性別でみると「結婚すべきである」は男性 28.2％に対し女性 17.1％と、男性が 11.1 ポイ 

 ント高くなっています。 

  年齢別にみると「結婚すべきである」は特に３０歳代で低くなっており、５０歳以上では年 

 齢層が高くなるにつれて高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３３３３    結婚結婚結婚結婚やややや職業職業職業職業などなどなどなど生活全般生活全般生活全般生活全般についてについてについてについて    

21.9%

17.1%

19.2%

18.9%

23.6%

40.4%

66.1%

65.5%

67.4%

73.3%

75.0%

69.2%

75.5%

63.6%

48.9%

13.3%

28.2%

3.6%

3.8%

3.6%

2.3%

2.5%

2.7%

3.3%

5.5%

5.7%

17.9%

7.7%

3.6%

10.0%

10.1%

7.0%

3.6%

2.1% 8.5%

3.6%

3.1%

2.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

男性

女性

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳以上

結婚すべきである 結婚したほうがよい 結婚しないほうがよい その他 無回答

結婚結婚結婚結婚すべきであるというすべきであるというすべきであるというすべきであるという意識意識意識意識はははは女性女性女性女性にににに比比比比べべべべ男性男性男性男性がががが高高高高いいいい、、、、またまたまたまた結婚結婚結婚結婚すべきであるのすべきであるのすべきであるのすべきであるの意識意識意識意識

はははは 70707070 歳代以上歳代以上歳代以上歳代以上でででで特特特特にににに高高高高いいいい。。。。 
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（（（（２２２２））））晩婚化晩婚化晩婚化晩婚化のののの理由理由理由理由についてのについてのについてのについての考考考考ええええ方方方方    

    

問問問問１０１０１０１０    日本日本日本日本ではではではでは晩婚化晩婚化晩婚化晩婚化がががが進進進進んでいますがんでいますがんでいますがんでいますが、、、、晩婚化晩婚化晩婚化晩婚化のののの理由理由理由理由についてについてについてについて、、、、あなたはどのようにあなたはどのようにあなたはどのようにあなたはどのように    

                おおおお考考考考えですかえですかえですかえですか。。。。あてはまるものをあてはまるものをあてはまるものをあてはまるものを２２２２つまでつまでつまでつまで選選選選んでくださいんでくださいんでくださいんでください。。。。    

 

 

 

 

 

 

 

  「仕事をもつ女性が増えて、女性の経済力が向上した」が 57.9％で最も高く、次いで「独 

 身生活のほうが自由である」32.6％、「結婚しないことに対する世間のこだわりが少なくなっ 

 た」32.2％、「家事・育児に対する負担感・拘束感が大きいため」18.6％などの順になってい 

 ます。 

  性別でみると「結婚しないことに対する世間のこだわりが少なくなった」は男性が 36.4％に 

 対し女性 29.5％と男性が 6.9 ポイント、「独身生活のほうが自由である」は男性が 36.4％に 

 対し女性 30.2％と男性が 6.2 ポイントと高くなっています。また「家事・育児に対する負担 

 感・拘束感が大きいため」は男性 10.9％に対し女性 24.8％と、女性が 13.9 ポイント高くな 

 っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.8%

18.6%

10.3%

9.1%

9.9%

9.5%

5.8%

2.5%

36.4%

36.4%

6.4%

59.1%

10.9%

15.5%

10.0%

9.1%

10.9%

6.4%

0.0%

29.5%

5.4%

57.4%

24.8%

6.2%

8.5%

10.1%

7.8%

5.4%

3.9%

32.6%

57.9%

32.2%

30.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

独身のほうが自由である

結婚しないことに対する世間のこだわりが少なくなった

仕事のためには独身のほうが都合がよい

仕事をもつ女性が増えて、女性の経済力が向上した

家事・育児に対する負担感・拘束感が大きいため

相手に高望みをしている

社会慣行として見合いが減少した

親離れができていない

兄弟姉妹の数が減ったことや一人っ子が増えたため

その他

無回答

全体

男性

女性

晩婚化晩婚化晩婚化晩婚化はははは女性女性女性女性のののの経済力向上経済力向上経済力向上経済力向上にあることをにあることをにあることをにあることを理由理由理由理由とするとするとするとする意見意見意見意見がががが多多多多いいいい。。。。そのそのそのその一方一方一方一方でででで女性及女性及女性及女性及びびびび

30303030 歳代歳代歳代歳代ではではではでは家事家事家事家事・・・・育児育児育児育児にににに対対対対するするするする負担感負担感負担感負担感・・・・拘束感拘束感拘束感拘束感がががが大大大大きいことをきいことをきいことをきいことを晩婚化晩婚化晩婚化晩婚化のののの理由理由理由理由にににに挙挙挙挙げてげてげてげて

いるいるいるいる意見意見意見意見がががが多多多多いいいい。。。。 
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  年齢別に見ると「独身生活のほうが自由である」は３０歳代、５０歳代が高く、以降年齢層 

 が高いほど、低くなる傾向になっています。「結婚しないことに対する世間のこだわりは少なく 

 なった」は７０歳代で低く、５０歳代で最も高くなっています。「仕事をもつ女性が増えて、女 

 性の経済力が向上した」は全世代で高くなっています。「家事・育児に対する負担感・拘束感が 

 大きいため」は３０歳代を頂点とした山型のグラフとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※その他、無回答を除く選択肢を掲載 

5.8%

18.6%

10.3%

9.1%

9.9%

9.5%

36.7%

40.0%

6.7%

46.7%

20.0%

6.7%

10.0%

13.3%

6.7%

42.9%

35.7%

14.3%

42.9%

28.6%

7.1%

0.0%

10.7%

3.6%

38.5%

26.9%

3.8%

57.7%

23.1%

26.9%

3.8%

0.0%

11.5%

43.4%

43.4%

1.9%

62.3%

17.0%

7.5%

3.8%

13.2%

9.4%

27.3%

29.1%

5.5%

67.3%

14.5%

9.1%

12.7%

10.9%

10.9%

14.9%

6.4%

59.6%

14.9%

10.6%

19.1%

6.4%

10.6%

32.6%

32.2%

57.9%

21.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

独身生活のほうが自由である

結婚しないことに対する世間のこだわりが少なくなった

仕事のためには独身のほうが都合がよい

仕事をもつ女性が増えて、女性の経済力が向上した

家事・育児に対する負担感・拘束感が大きいため

相手に高望みをしている

社会慣行として見合いが減少した

親離れができていない

兄弟姉妹の数が減ったことや一人っ子が増えたため

全体

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳以上
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（（（（３３３３））））離婚離婚離婚離婚についてのについてのについてのについての考考考考ええええ方方方方    

 

問問問問１１１１１１１１    あなたはあなたはあなたはあなたは離婚離婚離婚離婚についてどのようにおについてどのようにおについてどのようにおについてどのようにお考考考考えですかえですかえですかえですか。。。。あてはまるものをあてはまるものをあてはまるものをあてはまるものを１１１１つだけつだけつだけつだけ選選選選んんんん    

                でくださいでくださいでくださいでください。。。。    

  

 

 

 

 

 

 

  「離婚を考えるほどの問題があれば離婚すべきである」38.4％が最も高く、次いで「なるべ 

 くなら我慢して離婚しないほうがよい」35.5％、「離婚するなら子どもが成長するのを待って 

 からすべきである」14.0％などの順となっています。 

  性別でみると「離婚を考えるほどの問題があれば離婚すべきである」は男性 29.1％に対し女 

 性 46.5％と、女性が 17.4 ポイント高くなっています。一方、「なるべくなら我慢して離婚し 

 ないほうがよい」は男性 41.8％に対し女性 30.2％と、男性が 11.6 ポイント高くなっており、 

 離婚に対する男女の意識の差が表れています。 

  年齢別でみると「離婚を考えるほどの問題があれば離婚すべきである」は５０歳代で最も高 

 くなっており、７０歳以上で最も低くなっています。一方「なるべくなら我慢して離婚しない 

 ほうがよい」は２０歳代で最も低く、年齢層が高くなるにつれ高くなっています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

35.5%

30.2%

21.4%

26.9%

26.4%

47.3%

55.3%

38.4%

29.1%

46.5%

43.3%

46.4%

38.5%

50.9%

34.5%

19.1%

9.5%

7.0%

10.0%

17.9%

11.5%

11.3%

7.3%

4.3%

20.0%

41.8%

14.0%

15.5%

13.2%

26.7%

14.3%

23.1%

9.4%

9.1%

12.8%

12.7%

2.5%

0.9%

3.1%

1.9%

1.8%

8.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

男性

女性

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳以上

なるべくなら我慢して離婚しないほうがよい
離婚するなら子どもが成長するのを待ってからすべきである
離婚を考えるほどの問題があれば離婚すべきである
わからない
無回答

離婚離婚離婚離婚についてはについてはについてはについては、、、、離婚離婚離婚離婚をををを考考考考えるほどのえるほどのえるほどのえるほどの問題問題問題問題があればがあればがあればがあれば離婚離婚離婚離婚すべきであるというすべきであるというすべきであるというすべきであるという意識意識意識意識はははは男性男性男性男性にににに

比比比比べべべべ女性女性女性女性がががが高高高高いいいい。。。。逆逆逆逆にににに、、、、離婚離婚離婚離婚しないほうがよいというしないほうがよいというしないほうがよいというしないほうがよいという意識意識意識意識はははは男性男性男性男性にににに比比比比べべべべ女性女性女性女性がががが低低低低いいいい。。。。年齢年齢年齢年齢

層層層層ごとのごとのごとのごとの意識意識意識意識もももも大大大大きくきくきくきく異異異異なるなるなるなる。。。。    
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（（（（４４４４））））職業職業職業職業・・・・職場職場職場職場におけるにおけるにおけるにおける男女間不平等男女間不平等男女間不平等男女間不平等などなどなどなど    

    

    問問問問１２１２１２１２    （（（（現在企業現在企業現在企業現在企業やややや団体団体団体団体などでなどでなどでなどで就労就労就労就労しているしているしているしている方方方方におたずねしますにおたずねしますにおたずねしますにおたずねします。）。）。）。）あなたのあなたのあなたのあなたの職業職業職業職業・・・・職場職場職場職場            

                    についてについてについてについて、、、、あてはまるものをすべてあてはまるものをすべてあてはまるものをすべてあてはまるものをすべて選選選選んでくださいんでくださいんでくださいんでください。。。。    

 

 

 

 

 

 

  「給与や昇進に男女の不平等を感じる」19.5％が最も高く、次いで「結婚したり、子どもが 

 生まれたりすると勤めにくい」18.9％、「職務内容に男女の不平等を感じる」14.2％などの順 

 となっています。 

  性別でみると「給与や昇進に男女の不平等を感じる」は男性 19.6％に対し女性 20.0％と、 

 女性が 0.4 ポイント高くなっています。「結婚したり、子どもが生まれたりすると勤めにくい」 

 は男性 20.7％に対し女性 17.9％と男性が 2.8 ポイント高くなっています。「職務内容に男女 

 の不平等を感じる」は男性 19.6％に対し女性 9.5％と、男性が 10.1 ポイント高くなっていま 

 す。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 無回答はすべて非該当（勤め人でない回答者）とみなして集計。 

※ セクシュアル・ハラスメント・・・職場や教育現場などで行われる一方的な性的要求、性的ないやがらせや脅迫などの言動。 

                 男性側の逆セクシュアル・ハラスメントも含むもの。 

5.8%

19.5%

6.3%

5.3%

18.9%

1.1%

3.2%

5.8%

14.2%

4.3%

19.6%

19.6%

6.5%

4.3%

5.4%

20.7%

0.0%

3.3%

6.5%

9.8%

7.4%

9.5%

20.0%

5.3%

8.4%

5.3%

17.9%

2.1%

3.2%

5.3%

15.8%

5.8%

14.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

就職活動時に男女の不平等を感じた

職務内容に男女の不平等を感じる

給与や昇進に男女の不平等を感じる　

研修機会などに男女の不平等を感じる　

女性の意見や価値観が尊重されない

性別のために上司や取引先などから信頼されないことがある

結婚したり、子どもが生まれたりすると勤めにくい

セクシュアル・ハラスメントの被害にあったことがある

身近にセクハラがあるのを知っている

その他

無回答

全体

男性

女性

職業職業職業職業・・・・職場職場職場職場ににににおいておいておいておいて男女間平等男女間平等男女間平等男女間平等をををを感感感感じることはじることはじることはじることは、、、、給与面給与面給与面給与面、、、、昇進面昇進面昇進面昇進面とととと結婚結婚結婚結婚やややや出産出産出産出産にににに際際際際してしてしてして仕仕仕仕

事事事事がががが継続継続継続継続できないことなどができないことなどができないことなどができないことなどが多多多多いいいい。。。。 
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（（（（５５５５））））結婚結婚結婚結婚・・・・出産後出産後出産後出産後のののの就労就労就労就労・・・・退職退職退職退職についてのについてのについてのについての満足度満足度満足度満足度    

    

    問問問問１３１３１３１３    （（（（結婚結婚結婚結婚されているされているされているされている方方方方※※※※におたずねしますにおたずねしますにおたずねしますにおたずねします。。。。※※※※婚姻婚姻婚姻婚姻はしていないがはしていないがはしていないがはしていないが異性異性異性異性とととと同居同居同居同居してしてしてして    

                    いるいるいるいる方方方方もももも含含含含みますみますみますみます。）。）。）。）結婚結婚結婚結婚・・・・出産後出産後出産後出産後のあなたののあなたののあなたののあなたの就労就労就労就労・・・・退職退職退職退職についてについてについてについて満足満足満足満足していましていましていましていま    

                    すかすかすかすか。。。。あてはまるものをあてはまるものをあてはまるものをあてはまるものを１１１１つだけつだけつだけつだけ選選選選んでくださいんでくださいんでくださいんでください。（。（。（。（男性男性男性男性もももも、、、、自分自分自分自分のののの結婚後結婚後結婚後結婚後、、、、配配配配    

                    偶者偶者偶者偶者のののの出産後出産後出産後出産後のののの自分自身自分自身自分自身自分自身のことをおのことをおのことをおのことをお答答答答えくださいえくださいえくださいえください。）。）。）。）    

 

 

 

 

 

 

  「満足」は 36.9％で、63.1％がグラフに示す何らかの理由で不満を示しています。なかで 

 も「もっと家庭生活を優先しながら働きたかった」は 29.5％で最も高い不満の理由になってい 

 ます。 

  性別でみると、「満足」は男性 35.3％に対し女性 38.3％と、男性が 3.0 ポイント低くなっ 

 ています。 

  年齢別でみると「満足」は６０歳代で最も低く、７０歳以上で最も高くなっています。また、 

 ２０歳代では 33.3％が「もっと長く育児休暇をとりたかった」、同じく 33.3％が「退職して 

 家庭や育児に専念したかった」と回答しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※ 無回答者はすべて非該当（勤め人でない回答者）とみなして集計。 

36.9%

38.3%

44.4%

47.6%

29.5%

28.9%

55.6%

16.7%

2.3%

29.5%

33.8%

25.9%

22.2%

23.8%

29.5%

37.8%

27.8%

5.4%

8.6%

5.6%

4.8%

11.4%

5.6%

9.5%

8.9%

33.3%

35.3%

5.6%

11.1%

6.8%

9.5%

7.4%

4.4%

9.9%

11.4%

2.2%

2.5%

4.0%

5.9%

6.8%

4.8%

2.5%

5.4%

8.8%

33.3%

11.1%

5.6%

5.6%

6.2%

5.4%

4.4%

1.5%

33.3%

2.3%

5.6%

6.2%

5.9%

6.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

男性

女性

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳以上

満足 退職せずに働きたかった
退職せずに育児休暇をとりたかった もっと長く育児休暇をとりたかった
もっと長期間働きたかった もっと家庭生活を優先しながら働きたかった
退職して家庭や育児に専念したかった その他

結婚結婚結婚結婚・・・・出産後出産後出産後出産後のののの就労就労就労就労・・・・退職退職退職退職についてについてについてについて満足満足満足満足しているしているしているしている割合割合割合割合はははは少少少少なくなくなくなく、、、、特特特特にににに女性女性女性女性ではこのではこのではこのではこの傾向傾向傾向傾向がががが

強強強強いいいい。。。。またまたまたまた、、、、家庭生活家庭生活家庭生活家庭生活をををを優先優先優先優先しながらしながらしながらしながら働働働働くことができなかったことへのくことができなかったことへのくことができなかったことへのくことができなかったことへの不満不満不満不満もももも高高高高いいいい。。。。 
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（（（（６６６６））））女性女性女性女性がががが職業職業職業職業をもつことについてをもつことについてをもつことについてをもつことについて    

    

    問問問問１４１４１４１４    女性女性女性女性がががが職業職業職業職業（（（（収入収入収入収入のあるのあるのあるのある仕事仕事仕事仕事））））をもつことについてをもつことについてをもつことについてをもつことについて、、、、あなたはどのようにおあなたはどのようにおあなたはどのようにおあなたはどのようにお考考考考ええええ    

                    ですかですかですかですか。。。。あてはまるものをあてはまるものをあてはまるものをあてはまるものを１１１１つだけつだけつだけつだけ選選選選んでくださいんでくださいんでくださいんでください。。。。    

    

    

    

    

    

    

        「子どもができたら職業をやめ、大きくなったら再び職業をもつほうがよい」が最も多く 

 39.8％、次いで「子どもができても、ずっと職業を続けるほうがよい」が 29.7％などの順に 

 なっています。 

  性別にみると「子どもができたら職業をやめ、大きくなったら再び職業をもつほうがよい」 

 は男性 37.5％に対し女性 41.2％と、女性が 3.7 ポイント高くなっています。 

  年齢別にみると「子どもができても、ずっと職業を続けるほうがよい」は、４０歳代まで年 

 齢層が高くなるほど高くなり、４０歳代の 50.0％をピークに、以降は高い年齢層になるほど低 

 くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

29.8%

34.4%

32.1%

50.0%

38.9%

27.3%

6.3%

39.8%

37.5%

41.2%

31.3%

21.4%

26.9%

38.9%

54.5%

45.8%

8.1%

5.3%

12.5%

14.3%

23.1%

5.6%

1.9%

0.8%

1.2%

1.8%

6.3%

8.3%

1.8%

3.7%

3.1%

2.7%

2.8%

17.9%

10.4%

3.6%

3.7%

6.3%

8.9%

6.5%

4.6%

30.4%

29.7%

3.6%

0.8%

0.4%

2.1%

3.6%

11.6%

8.3%

5.5%

5.6%

7.1%

4.6%

5.4%

4.9%

18.8%

9.9%

3.6%

1.9%

6.5%

1.8%

3.6%

9.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

男性

女性

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳以上

職業をもたないほうがよい

結婚するまでは、職業をもつほうがよい

子どもができるまでは、職業をもつほうがよい

子どもができても、ずっと職業を続けるほうがよい

子どもはつくらずに、そのまま職業を続けるほうがよい

子どもができたら職業をやめ、大きくなったら再び職業をもつほうがよい

その他

わからない

無回答

女性女性女性女性がががが職業職業職業職業をもつことについてはをもつことについてはをもつことについてはをもつことについては、、、、子育子育子育子育てててて中中中中はははは休業休業休業休業するのがよいとするするのがよいとするするのがよいとするするのがよいとする意見意見意見意見がががが最最最最もももも多多多多くくくく、、、、

子育子育子育子育てしながらのてしながらのてしながらのてしながらの仕事継続仕事継続仕事継続仕事継続のののの意見意見意見意見もももも次次次次いでいでいでいで多多多多くなっているくなっているくなっているくなっている。。。。 
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（（（（７７７７））））家庭家庭家庭家庭におけるにおけるにおけるにおける家事家事家事家事のののの分担分担分担分担    

    

        問問問問１５１５１５１５    （（（（結婚結婚結婚結婚されているされているされているされている方方方方、、、、※※※※におたずねしますにおたずねしますにおたずねしますにおたずねします。。。。※※※※婚姻婚姻婚姻婚姻はしてはしてはしてはしていないがいないがいないがいないが異性異性異性異性とととと同居同居同居同居    

                        してしてしてしているいるいるいる方方方方もももも含含含含みますみますみますみます。）。）。）。）あなたのあなたのあなたのあなたの家庭家庭家庭家庭ではではではでは、、、、次次次次のようなのようなのようなのような家事家事家事家事をををを、、、、主主主主にだれがにだれがにだれがにだれが分分分分    

                        担担担担していますかしていますかしていますかしていますか。。。。    

                        それぞれのそれぞれのそれぞれのそれぞれの項目項目項目項目についてについてについてについて、、、、あてはまるあてはまるあてはまるあてはまる番号番号番号番号にににに○○○○印印印印をつけてくださいをつけてくださいをつけてくださいをつけてください。。。。    

 

 

 

 

 

①①①①    掃除掃除掃除掃除 

        掃除は「妻」が 59.7％で、夫、子ども、家族全員などは低くなっています。 

  また回答は性別で異なっており、「妻」は女性で 65.9％、男性で 53.4％と、男女間に掃除 

 の主な分担について捉え方の違いがあります。さらに、共働きの状況別にみても「妻」の回答 

 率が高い傾向に違いはありませんでした。 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 「共働きしている」「共働きしていない」は「共働き」の項目が無回答を除いて再集計 

 

  この結果を全国調査（平成１９年）と比較すると「妻」は全国で 75.6％、宇治田原町で 77.4％ 

 とあまり差はありません。（全国は単数回答、宇治田原町は複数回答可。また宇治田原町は無回 

 答を除いて再集計の上、比較したもの） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8.7%

59.7%

53.4%

65.9%

77.1%

76.1% 9.8%

22.9%

20.5%

4.7%

3.0%

3.1%

6.8%

2.2%

3.1%

0.8%

2.8%

5.1%

8.3%

7.6%

7.5%

7.6%

5.2%

1.5%

2.0%

2.5%

1.1%

0.8%

0.4%

2.2%

3.1%

24.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

男性

女性

共働きしている

共働きしていない

夫 妻 子ども 家族全員 その他の人 わからない 無回答

6.2% 77.4%

75.6%5.2%

3.6%

1.3%

9.7%

15.6%

2.6%

2.3%

0.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

宇治田原町

全国

夫 妻 子ども 家族全員 その他の人 わからない

家事家事家事家事のののの主主主主なななな分担分担分担分担はははは妻妻妻妻がががが多多多多くくくく、、、、他他他他のののの家族家族家族家族はははは少少少少ないないないない。。。。共働共働共働共働きききき世帯世帯世帯世帯もももも共働共働共働共働きでないきでないきでないきでない世帯世帯世帯世帯もこのもこのもこのもこの傾傾傾傾

向向向向はかわらないはかわらないはかわらないはかわらない。。。。 



  

 - 31 -  

 ②②②②    食事食事食事食事のしたくのしたくのしたくのしたく 

 食事のしたくは「妻」が 64.2％で、夫、子ども、家族全員などは低くなっています。 

 共働きの状況別にみても「妻」の回答率が高い傾向に違いはありませんでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※ 「共働きしている」「共働きしていない」は「共働き」の項目が無回答を除いて再集計 

 

 

  この結果を全国調査（平成１９年）と比較すると、「妻」は全国で85.2％、宇治田原町で82.7％ 

 と、あまり差はありません。（全国は単数回答、宇治田原町は複数回答可。また宇治田原町は無 

 回答を除いて再集計の上比較したもの） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

    

64.2%

59.2%

69.5%

81.3%

83.9%

22.4%

19.8%

5.4%

2.3%

4.3%

4.2%

6.7%

3.2%

2.1%

3.1%

2.8%

2.5%

3.2%

7.3%

3.8%

4.3%

5.0%

2.1%

1.1%

1.2%

2.5%

1.1%

1.0%

1.5%

0.8%

2.2%

2.1%

24.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

男性

女性

共働きしている

共働きしていない

夫 妻 子ども 家族全員 その他の人 わからない 無回答

5.6% 82.7%

85.2%2.1%

3.6%

1.6%

5.6%

9.0%

1.5%

2.1%

1.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

宇治田原町

全国

夫 妻 子ども 家族全員 その他の人 わからない
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③③③③    食事食事食事食事のののの後後後後かたづけかたづけかたづけかたづけ、、、、食器洗食器洗食器洗食器洗いいいい 

  食事の後かたづけ、食器洗いは「妻」が 58.2％で、夫、子ども、家族全員などは低くなって 

 いますが、掃除、食事のしたく、洗たくに比べてやや夫の分担が増えています。 

  共働きの状況別にみても「妻」の回答率が高い傾向に違いはありませんでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※ 「共働きしている」「共働きしていない」は「共働き」の項目が無回答を除いて再集計 

 

 

  この結果を全国調査（平成１９年）と比較すると、「妻」は全国で74.7％、宇治田原町で74.9％ 

 と、あまり差はありません。（全国は単数回答、宇治田原町は複数回答可。また宇治田原町は無 

 回答を除いて再集計の上比較したもの） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

    

    

6.3%

6.5%

58.2%

48.8%

67.4%

76.3%

73.9%

6.2%

9.8%

19.7%

3.0%

8.2%

9.9%

5.4%

3.1%

4.5%

4.3%

4.1%

3.8%

6.6%

9.9%

1.1%

3.1%

1.6%

3.3%

1.1%

0.8%

1.0%

1.5%

2.2%

22.3%

2.1%

24.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

男性

女性

共働きしている

共働きしていない

夫 妻 子ども 家族全員 その他の人 わからない 無回答

8.0% 74.9%

74.7%4.6%

5.5%

2.2%

8.5%

16.6%

2.0%

1.9%

1.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

宇治田原町

全国

夫 妻 子ども 家族全員 その他の人 わからない
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④④④④    洗洗洗洗たくたくたくたく 

  洗たくは「妻」が 63.7％で、夫、子ども、家族全員などは低くなっています。共働きの状況 

 別にみても「妻」の回答率が高い傾向に違いはありませんでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 「共働きしている」「共働きしていない」は「共働き」の項目が無回答を除いて再集計 

 

⑤⑤⑤⑤    育児育児育児育児（（（（育児育児育児育児のあるのあるのあるのある方方方方のみのみのみのみ）））） 

  育児は「妻」が 80.3％で、夫、子ども、家族全員などは低くなっていますが、他の事項に比 

 べて妻の分担が一段と高くなっています。共働きの状況別にみても「妻」の回答率が高くなっ 

 ています。また「共働きをしていない家庭」において、「夫」の回答率の低さは顕著になってい 

 ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※ 無回答者はすべて非該当（育児のある方でない回答者）とみなして集計。「共働きしている」「共働きし 

    ていない」は「共働き」の項目が無回答を除いて再集計 

63.7%

59.5%

68.2%

80.0%

84.0%

22.3%

19.7%

4.3%

3.0%

3.1%

3.2%

3.3%

3.2%

2.1%

1.5%

2.7%

4.1%

8.4%

4.3%

5.3%

5.5%

5.8%

1.5%

2.1%

3.2%

2.3%

3.3%

1.1%

0.8%

0.4%

2.1%

2.1%

24.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

男性

女性

共働きしている

共働きしていない

夫 妻 子ども 家族全員 その他の人 わからない 無回答

80.3%

82.8%

78.6%

79.1%

80.8%

14.3%

14.0%

11.5%

2.4%

2.8%

4.7%

3.4%

3.8%

2.4%

1.4%

12.7%

10.3%

2.3%

1.4%

3.4%

1.4%

2.4%

3.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

男性

女性

共働きしている

共働きしていない

夫 妻 子ども 家族全員 その他の人 わからない
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⑥⑥⑥⑥    介護介護介護介護（（（（介護介護介護介護のあるのあるのあるのある方方方方のみのみのみのみ））））    

  介護は「妻」が 59.6％となっています。介護は他の事項に比べ「夫」「家族全員」の回答率 

 が高くなっています。その一方で、「子ども」の回答は全くありませんでした。 

  共働きの状況別にみてもこの傾向に違いはありませんでした。 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 無回答者はすべて非該当（介護のある方でない回答者）とみなして集計。「共働きしている」「共働きしてい 

  ない」は「共働き」の項目が無回答を除いて再集計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14.9%

14.3%

20.0%

59.6%

44.4%

67.9%

60.0%

56.0%

10.0%

16.7%

16.0%

20.0%

10.7%

17.0%

27.8%

10.0%

4.3%

11.1%

8.0%

4.3%

7.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

男性

女性

共働きしている

共働きしていない

夫 妻 子ども 家族全員 その他の人 わからない
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（（（（１１１１））））セクシュアルセクシュアルセクシュアルセクシュアル・・・・ハラスメントハラスメントハラスメントハラスメントのののの経験経験経験経験などなどなどなど    

    

    問問問問１６１６１６１６    セクシュアルセクシュアルセクシュアルセクシュアル・・・・ハラスメントハラスメントハラスメントハラスメント（（（（セクハラセクハラセクハラセクハラ））））がががが問題問題問題問題になっていますがになっていますがになっていますがになっていますが経験経験経験経験したりしたりしたりしたり、、、、    

                    見聞見聞見聞見聞きしたことがありますかきしたことがありますかきしたことがありますかきしたことがありますか。。。。あてはまるものをすべてあてはまるものをすべてあてはまるものをすべてあてはまるものをすべて選選選選んでくださいんでくださいんでくださいんでください。。。。    

    

 

 

 

 

 

  「テレビや新聞などで問題になっていることは知っている」が 80.6％と最も多くなっていま 

 す。また、「身近にセクハラを受けたことがある人を知っている」が 12.4％、「自分自身がセク 

 ハラを受けたことがある」が 5.８％に及んでいます。 

  性別でみると「自分自身がセクハラを受けたことがある」は女性で 10.9％に及んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４４４４    人権人権人権人権についてについてについてについて    

5.8%

12.4%

9.5%

0.4%

5.4%

0.0%

2.7%

12.7%

83.6%

10.9%

0.9%

3.6%

10.9%

0.0%

12.4%

78.3%

8.5%

0.0%

6.2%

80.6%

1.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自分自身がセクハラを受けたことがある

自分自身がセクハラと思える行為を相手にしたことがある

身近にセクハラを受けたことがある人を知っている

テレビや新聞などで問題になっていることは知っている

見聞きしたことはない

そういう言葉は聞いたことがない

無回答

全体 男性 女性

身近身近身近身近ででででセクセクセクセクシャルシャルシャルシャル・・・・ハラスメントハラスメントハラスメントハラスメントをををを見聞見聞見聞見聞きしているきしているきしているきしている割合割合割合割合がががが 12.412.412.412.4％％％％にににに及及及及んでいるんでいるんでいるんでいる。。。。またまたまたまた、、、、女女女女

性性性性ではではではでは自分自身自分自身自分自身自分自身ががががセクハラセクハラセクハラセクハラをををを受受受受けたことがあるがけたことがあるがけたことがあるがけたことがあるが 10.910.910.910.9％％％％にににに及及及及んでいるんでいるんでいるんでいる。。。。 



  

 - 36 -  

  年齢別にみると「テレビや新聞などで問題になっていることは知っている」は、全世代で高 

 くなっています。「身近にセクハラを受けたことがある人を知っている」は２０歳代、「自分自 

 身がセクハラを受けたことがある」は３０歳代で最も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※ 無回答を除き掲載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.8%

12.4%

9.5%

0.4%

10.0%

0.0%

33.3%

80.0%

10.0%

0.0%

14.3%

0.0%

10.7%

85.7%

3.6%

0.0%

7.7%

3.8%

15.4%

69.2%

3.8%

0.0%

5.7%

0.0%

9.4%

79.2%

13.2%

0.0%

3.6%

3.6%

14.5%

87.3%

10.9%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

76.6%

10.6%

2.1%

80.6%

1.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自分自身がセクハラを受けたことがある

自分自身がセクハラと思える行為を相手にしたことがある

身近にセクハラを受けたことがある人を知っている

テレビや新聞などで問題になっていることは知っている

見聞きしたことはない

そういう言葉は聞いたことがない

全体

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳以上
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（（（（２２２２））））セクシュアルセクシュアルセクシュアルセクシュアル・・・・ハラスメントハラスメントハラスメントハラスメントがががが起起起起こるこるこるこる主主主主なななな理由理由理由理由    

    

    問問問問１７１７１７１７    あなたはあなたはあなたはあなたはセクハラセクハラセクハラセクハラがががが起起起起こるこるこるこる主主主主なななな理由理由理由理由はははは何何何何だとだとだとだと思思思思いますかいますかいますかいますか。。。。あてはまるものをあてはまるものをあてはまるものをあてはまるものを１１１１つつつつ    

                    だけだけだけだけ選選選選んでくださいんでくださいんでくださいんでください。。。。    

 

  

 

 

 

  

  「加害者だけでなく、セクハラを許すような社会の雰囲気に問題がある」28.6％と「男性優 

 位の意識があるからだ」28.6％と特に高くなっています。また、「根強い男女の役割分担意識 

 があるからだ」も 10.3％と高くなっています。一方、「被害者にセクハラを受ける原因がある 

 からだ」も 9.1％であり、セクハラにおいて第一に被害者側の原因を問う方も決して少なくな 

 いことがわかります。 

  性別の傾向の違いは、ほとんどみられません。 

  年齢別にみると「被害者にセクハラを受ける原因があるからだ」は年齢層が高くなるにつれ、 

 高い傾向が見られます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

28.6%

26.9%

25.0%

17.9%

32.8%

24.6%

25.5%

9.1%

10.4%

8.2%

6.9%

21.1%

12.8%

29.9%

22.6%

32.1%

50.0%

31.0%

24.6%

21.3%

12.9%

14.3%

10.4%

29.6%

41.9%

3.6%

4.3%

5.3%

1.7%

7.1%

14.3%

9.7%

5.2%

6.0%

6.7%

27.8%

28.6%

8.5%

3.5%

17.2%

10.7%

14.3%

9.7%

11.9%

8.7%

10.3%
8.7%

12.2%

6.0%

4.3%

12.3%

5.2%

3.6%

23.4%

8.8%

5.2%

7.1%

8.7%

3.2%

6.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

男性

女性

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳以上

加害者だけでなく、セクハラを許すような社会の雰囲気に問題がある
被害者にセクハラを受ける原因があるからだ
女性を「女の子」扱いし、一人前の社会人とみなさないからだ
男性優位の意識があるからだ
根強い男女の役割分担意識があるからだ
その他
無回答

セクシャルセクシャルセクシャルセクシャル・・・・ハラスメントハラスメントハラスメントハラスメントがががが起起起起こるこるこるこる原因原因原因原因はははは社会社会社会社会のののの雰囲気雰囲気雰囲気雰囲気やややや男性優位男性優位男性優位男性優位のののの意識意識意識意識であるとするであるとするであるとするであるとする意見意見意見意見

がががが男女共男女共男女共男女共にににに多多多多いいいい。。。。 
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（（（（３３３３））））ドメスティックドメスティックドメスティックドメスティック・・・・バイオレンスバイオレンスバイオレンスバイオレンスのののの経験経験経験経験などなどなどなど    

    

 問問問問１８１８１８１８    女性女性女性女性がががが夫夫夫夫、、、、恋人恋人恋人恋人などからなどからなどからなどから受受受受けるけるけるける身体的身体的身体的身体的・・・・心理的心理的心理的心理的なななな暴力暴力暴力暴力((((ドメスティックドメスティックドメスティックドメスティック・・・・バイオレバイオレバイオレバイオレ    

                    ンスンスンスンス))))がががが問題問題問題問題となっていますがとなっていますがとなっていますがとなっていますが、、、、あなたはあなたはあなたはあなたは、、、、夫婦夫婦夫婦夫婦やややや恋人恋人恋人恋人などとのなどとのなどとのなどとの間間間間でのでのでのでの暴力暴力暴力暴力についについについについ    

                    てててて経験経験経験経験したりしたりしたりしたり見聞見聞見聞見聞きしたことがありますかきしたことがありますかきしたことがありますかきしたことがありますか。。。。あてあてあてあてはまるものをすべてはまるものをすべてはまるものをすべてはまるものをすべて選選選選んでくだんでくだんでくだんでくだ    

                    さいさいさいさい。。。。    

    

    

    

    

 

 

  「テレビや新聞などで問題になっていることは知っている」が 80.6％と最も高くなってい 

 ます。また、「身近にドメスティック・バイオレンス（DV）を受けたことがある人を知ってい  

 る」が 12.0％、「自分自身が DV を受けたことがある」が 4.1％、「自分自身が DV と思える 

 行為を相手にしたことがある」が 2.9％に及んでいます。 

  性別でみると女性で「自分自身が DV を受けたことがある」6.2％、男性で「自分自身が DV 

 と思える行為を相手にしたことがある」4.5％に及んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.1%

12.0%

9.1%

0.8%

5.4%

1.8%

4.5%

11.8%

80.0%

9.1%

1.8%

4.5%

6.2%

1.6%

12.4%

81.4%

9.3%

0.0%

5.4%

80.6%

2.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自分自身がＤＶを受けたことがある

自分自身がＤＶと思える行為を相手にしたことがある

身近にＤＶを受けたことがある人を知っている

テレビや新聞などで問題になっていることは知っている

見聞きしたことはない

そういう言葉は聞いたことがない

無回答

全体 男性 女性

身近身近身近身近ににににＤＶＤＶＤＶＤＶをををを受受受受けたことがあるけたことがあるけたことがあるけたことがある人人人人をををを知知知知っているっているっているっている人人人人がががが 12.012.012.012.0％、％、％、％、女性女性女性女性ではではではでは自分自身自分自身自分自身自分自身ががががＤＶＤＶＤＶＤＶをををを受受受受

けたことがあるがけたことがあるがけたことがあるがけたことがあるが 6.26.26.26.2％％％％にににに及及及及んでいるんでいるんでいるんでいる。。。。 
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  年齢別にみると「身近に DV を受けたことがある人を知っている」は３０歳代が低いものの、 

 年齢層が低くなるほど高くなる傾向が見られます。また「自分自身が DV を受けたことがある」 

 は４０歳代を頂点とした山型グラフとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※ 無回答を除き掲載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.1%

12.0%

9.1%

0.8%

3.3%

6.7%

23.3%

83.3%

0.0%

0.0%

3.6%

0.0%

7.1%

89.3%

10.7%

0.0%

7.7%

0.0%

19.2%

73.1%

3.8%

3.8%

5.7%

3.8%

13.2%

84.9%

9.4%

1.9%

3.6%

1.8%

12.7%

81.8%

10.9%

0.0%

2.1%

4.3%

2.1%

70.2%

14.9%

0.0%

80.6%

2.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自分自身がＤＶを受けたことがある

自分自身がＤＶと思える行為を相手にしたことがある

身近にＤＶを受けたことがある人を知っている

テレビや新聞などで問題になっていることは知っている

見聞きしたことはない

そういう言葉は聞いたことがない

全体

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳以上
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（（（（４４４４））））女性女性女性女性のののの人権人権人権人権をををを守守守守るためにるためにるためにるために必要必要必要必要なことなことなことなこと    

 

     問問問問１９１９１９１９    女性女性女性女性にににに対対対対するするするする暴力暴力暴力暴力やややや性犯罪性犯罪性犯罪性犯罪、、、、売買春売買春売買春売買春、、、、セクハラセクハラセクハラセクハラなどからなどからなどからなどから人権人権人権人権をををを守守守守るためにるためにるためにるために何何何何がががが    

                        必要必要必要必要だとだとだとだと思思思思いますかいますかいますかいますか。。。。あてはまるものをすべてあてはまるものをすべてあてはまるものをすべてあてはまるものをすべて選選選選んでくださいんでくださいんでくださいんでください。。。。    

    

    

    

    

    

    

 

  「テレビや出版物などのメディアにおいて、性や暴力表現にもっと配慮する」が 48.8％と最 

 も高く、次いで「法律・制度の制定や見直しをする」44.8％、「犯罪の取り締まりを強化する」 

 42.9％、「相談機関や保護施設を整備する」38.5％、「学校における男女平等や性についての 

 教育を充実させる」32.9％などの順になっています。 

  性別でみると「家庭における男女平等や性についての教育を充実させる」が男性 20.0％に対 

 し女性 30.2％と 10.2 ポイント女性が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

42.9%

38.5%

32.9%

48.8%

3.6%

6.7%

40.9%

46.4%

40.0%

20.0%

32.7%

50.0%

6.4%

2.7%

48.1%

47.3%

40.3%

30.2%

34.9%

51.9%

1.6%

10.1%

24.6%

44.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

犯罪の取り締まりを強化する

法律・制度の制定や見直しをする

相談機関や保護施設を整備する

家庭における男女平等や性についての教育を充実させる

学校における男女平等や性についての教育を充実させる

テレビや出版物などのメディアにおいて、性や暴力表現にもっと配慮する

その他

無回答

全体 男性 女性

女性女性女性女性のののの人権人権人権人権をををを守守守守るためにはるためにはるためにはるためにはテレビテレビテレビテレビやややや出版物出版物出版物出版物などのなどのなどのなどの性性性性やややや暴力表現暴力表現暴力表現暴力表現にもっとにもっとにもっとにもっと配慮配慮配慮配慮すべきとするすべきとするすべきとするすべきとする

意見意見意見意見がががが約半数約半数約半数約半数でででで最最最最もももも多多多多くくくく、、、、法律法律法律法律・・・・制度制度制度制度のののの制定制定制定制定やややや見直見直見直見直しししし、、、、犯罪犯罪犯罪犯罪のののの取取取取りりりり締締締締まりのまりのまりのまりの強化強化強化強化がががが必要必要必要必要とととと考考考考

えるえるえるえる意見意見意見意見がががが４４４４割強割強割強割強にににに及及及及ぶぶぶぶ。。。。 
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  年齢別にみると「法律・制度の制定や見直しをする」「相談機関や保護施設を整備する」は年 

 齢層が低いほど高い傾向が見られる一方、「テレビや出版物などのメディアにおいて、性や暴力 

 表現にもっと配慮する」は年齢層が高いほど高い傾向が見られます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 無回答を除き掲載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

42.9%

38.5%

32.9%

48.8%

3.6%

50.0%

43.3%

46.7%

23.3%

40.0%

36.7%

6.7%

50.0%

64.3%

53.6%

35.7%

28.6%

39.3%

7.1%

46.2%

61.5%

57.7%

26.9%

30.8%

50.0%

3.8%

49.1%

50.9%

50.9%

32.1%

41.5%

62.3%

3.8%

38.2%

41.8%

20.0%

25.5%

32.7%

56.4%

1.8%

38.3%

29.8%

27.7%

12.8%

27.7%

48.9%

2.1%

44.8%

24.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

犯罪の取り締まりを強化する

法律・制度の制定や見直しをする

相談機関や保護施設を整備する

家庭における男女平等や性についての教育を充実させる

学校における男女平等や性についての教育を充実させる

テレビや出版物などのメディアにおいて、性や暴力表現に

もっと配慮する

その他

全体

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳以上
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（（（（１１１１））））審議会等審議会等審議会等審議会等のののの委員委員委員委員へのへのへのへの就任就任就任就任をををを依頼依頼依頼依頼されたされたされたされた時時時時のののの対応対応対応対応    

 

     問問問問２０２０２０２０    府府府府やややや町町町町からからからから審議会審議会審議会審議会などのなどのなどのなどの委員委員委員委員にににに就任就任就任就任してほしいとしてほしいとしてほしいとしてほしいと依頼依頼依頼依頼されたらどうしますかされたらどうしますかされたらどうしますかされたらどうしますか。。。。    

                        あてはまるものをあてはまるものをあてはまるものをあてはまるものを１１１１つだけつだけつだけつだけ選選選選んでくださいんでくださいんでくださいんでください。。。。    

    

  

 

 

 

 

 

  府や町から審議会などの委員に就任して欲しいと依頼された場合、「積極的に就任する」 「時 

 間などに余裕があれば就任する」「知識や能力がある分野なら就任する」の合計が 49.1％とな 

 り、「断る」45.0％とほぼ均衡しています。 

  性別の違いでみると「積極的に就任する」は男性 5.5％に対し女性 3.1％と女性が 2.4 ポイ 

 ント低く、「断る」は男性 37.3％に対し女性 52.7％と、女性が 15.4 ポイント高くなってい 

 ます。このことから府や町から審議会など委員に就任して欲しいと依頼された場合、女性の対 

 応が男性に比べ消極的であることがうかがえます。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５５５５    男女共同参画男女共同参画男女共同参画男女共同参画のまちづくりのまちづくりのまちづくりのまちづくりについてについてについてについて    

4.1%

3.1%

20.2%

24.5%

16.3% 20.2% 52.7%

5.8%

7.8%

5.5%

24.8%

30.0%

45.0%

37.3% 2.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

男性

女性

積極的に就任する 時間などに余裕があれば就任する

知識や能力がある分野なら就任する　 断る

無回答

府府府府やややや町町町町からのからのからのからの審議会審議会審議会審議会などのなどのなどのなどの委員依頼委員依頼委員依頼委員依頼されたされたされたされた場合場合場合場合、、、、女性女性女性女性のののの対応対応対応対応がががが男性男性男性男性にににに比比比比べべべべ消極的消極的消極的消極的であることであることであることであること

がうかがえるがうかがえるがうかがえるがうかがえる。。。。 
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（（（（２２２２））））宇治田原町宇治田原町宇治田原町宇治田原町のまちづくりにのまちづくりにのまちづくりにのまちづくりに女性女性女性女性のののの意見意見意見意見がががが反映反映反映反映されているかされているかされているかされているか    

 

        問問問問２１２１２１２１    宇治田原町宇治田原町宇治田原町宇治田原町のまちづくりやのまちづくりやのまちづくりやのまちづくりや行政行政行政行政にはにはにはには、、、、女性女性女性女性のののの意見意見意見意見がががが反映反映反映反映されているとされているとされているとされていると思思思思いますいますいますいます    

                        かかかか。。。。あてはまるものをあてはまるものをあてはまるものをあてはまるものを１１１１つだけつだけつだけつだけ選選選選んでくださいんでくださいんでくださいんでください。。。。    

 

 

 

 

 

 

 

 

  「十分反映されている」が 2.9％、「まあまあ反映されている」が 31.8％で合わせて 34.7％、 

 「あまり反映されていない」が 14.9％「全く反映されていない」が 2.9％で合わせて 17.8％ 

 である一方、「わからない」が 43.0％にも及んでいます。 

  性別でみると「十分に反映されている」と「まあまあ反映されている」の合計は、男性 41.9％、  

 女性 28.7％と、女性が 13.2 ポイント低くなっています。また「あまり反映されていない」と 

 「全く反映されていない」が女性では男性に比べ高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.9%

0.8%

31.8%

36.4%

27.9% 17.8%

43.0%

41.8%

44.2%

5.5%

14.9%

11.8%

3.9%

2.9%

1.8%

5.4%

4.5%

2.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体

男性

女性

十分反映されている まあまあ反映されている　　　　

あまり反映されていない 全く反映されていない

わからない　 無回答

宇治田原町宇治田原町宇治田原町宇治田原町のまちづくりやのまちづくりやのまちづくりやのまちづくりや行政行政行政行政にはにはにはには女性女性女性女性のののの意見意見意見意見がががが反映反映反映反映されているとされているとされているとされていると思思思思っているっているっているっている住民住民住民住民はははは約約約約３３３３

割強割強割強割強であるがであるがであるがであるが、、、、わからないとわからないとわからないとわからないと回答回答回答回答したしたしたした住民住民住民住民もももも多多多多いいいい。。。。女性女性女性女性ではではではでは意見意見意見意見がががが反映反映反映反映されているとされているとされているとされていると思思思思っっっっ

ているているているている住民住民住民住民はははは男性男性男性男性よりよりよりより少少少少ないないないない。。。。 
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（（（（３３３３））））男女共同参画社会男女共同参画社会男女共同参画社会男女共同参画社会をつくるためをつくるためをつくるためをつくるため行政行政行政行政がすべきことがすべきことがすべきことがすべきこと    

    

    

        問問問問２２２２２２２２    男女共同参画社会男女共同参画社会男女共同参画社会男女共同参画社会をつくるためにをつくるためにをつくるためにをつくるために、、、、行政行政行政行政はどのようなことをしたらよいとはどのようなことをしたらよいとはどのようなことをしたらよいとはどのようなことをしたらよいと思思思思いいいい    

                        ますかますかますかますか。。。。あてはまるものをあてはまるものをあてはまるものをあてはまるものを３３３３つまでつまでつまでつまで選選選選んでくださいんでくださいんでくださいんでください。。。。    

 

 

 

 

 

 

  「育児休業・介護休暇などの制度を男女ともにもっと利用できるよう普及させる」が 47.5％ 

 と最も高く、次いで「高齢者や病人の介護施設を充実させる」43.8％、「保育施設や学童保育 

 などを充実させる」37.6％、「学校教育や社会教育等の場で、男女平等と相互の理解や協力に 

 ついての学習を充実する」31.0％などの順となっています。 

  性別でみると「住民に男女共同参画についての啓発活動を進める」は男性 30.9％、女性 

 19.4％と男性が 11.5 ポイント高くなっています。一方、「高齢者や病人の介護施設などを充 

 実させる」は男性 40.9％、女性 45.7％と女性が 4.8 ポイント高くなっています。また「女性 

 の就業機会を増やしたり、女性のための多様な職業教育・訓練を充実させる」についても男性 

 15.5％、女性 20.2％と女性が 4.7 ポイント高くなっています。 
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18.2%

37.6%

43.8%

12.8%

21.5%

12.8%

6.2%

1.2%

1.7%

6.6%

30.9%

32.7%

15.5%

48.2%

38.2%

40.9%

16.4%

20.9%

15.5%

5.5%

2.7%

2.7%

5.5%

19.4%

29.5%

20.2%

47.3%

37.2%

45.7%

10.1%

22.5%

10.9%

7.0%

0.0%

0.8%

7.0%

31.0%

47.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

住民に男女共同参画についての啓発活動を進める

学校教育や社会教育等の場で、男女平等と相互の

理解や協力についての学習を充実する

女性の就労機会を増やしたり、女性のための多様

な職業教育・訓練を充実させる

育児休業・介護休暇などの制度を男女ともにもっ

と利用できるよう普及させる

保育施設や学童保育などを充実させる

高齢者や病人の介護施設などを充実させる

男性の人数と同数にするなど、より多くの女性を

行政施策の審議等に登用する

自己実現や生きがい、余暇等、女性の生き方に関

する情報や相談、教育を充実させる

家庭・地域での役割、余暇等、女性の生き方に関

する情報や相談、教育を充実させる

各国の男女共同参画の情報提供や広い視野に立っ

た国際交流を推進する

何もする必要はない

その他

無回答

全体

男性

女性

男女共同参画社会男女共同参画社会男女共同参画社会男女共同参画社会をつくるためにはをつくるためにはをつくるためにはをつくるためには行政行政行政行政がががが育児休業育児休業育児休業育児休業・・・・介護休暇介護休暇介護休暇介護休暇などのなどのなどのなどの制制制制度度度度、、、、介護施設介護施設介護施設介護施設なななな

どのどのどのどの充実充実充実充実をすべきとするをすべきとするをすべきとするをすべきとする意見意見意見意見がががが多多多多くくくく、、、、女性女性女性女性ではではではでは就労機会就労機会就労機会就労機会のののの充実充実充実充実をををを求求求求めるめるめるめる意見意見意見意見がががが多多多多いいいい。。。。。。。。 
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  年齢別にみると「育児休業・介護休暇などの制度を男女ともにもっと利用できるよう普及さ 

 せる」は年齢層が低いほど高くなる傾向がみられます。一方、「高齢者や病人の介護施設などを 

 充実させる」は年齢層が高くなるほど高い傾向がみられます。また「保育施設や学童保育など 

 を充実させる」は３０歳代を頂点と山型のグラフとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※ 無回答を除き掲載 

24.4%

18.2%

37.6%

43.8%

12.8%

21.5%

12.8%

6.2%

1.2%

1.7%

16.7%

30.0%

33.3%

70.0%

53.3%

36.7%

23.3%

16.7%

0.0%

6.7%

0.0%

3.3%

10.7%

28.6%

17.9%

46.4%

60.7%

17.9%

21.4%

28.6%

7.1%

7.1%

3.6%

0.0%

11.5%

34.6%

26.9%

46.2%

50.0%

34.6%

19.2%

26.9%

11.5%

7.7%

0.0%

3.8%

28.3%

30.2%

20.8%

56.6%

37.7%

49.1%

7.5%

26.4%

15.1%

7.5%

0.0%

1.9%

34.5%

34.5%

7.3%

38.2%

21.8%

49.1%

9.1%

21.8%

20.0%

3.6%

0.0%

1.8%

29.8%

27.7%

12.8%

34.0%

23.4%

53.2%

8.5%

12.8%

14.9%

6.4%

4.3%

0.0%

47.5%

31.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

住民に男女共同参画についての啓発活動を進める

学校教育や社会教育等の場で、男女平等と相互の

理解や協力についての学習を充実する

女性の就労機会を増やしたり、女性のための多様

な職業教育・訓練を充実させる

育児休業・介護休暇などの制度を男女ともにもっ

と利用できるよう普及させる

保育施設や学童保育などを充実させる

高齢者や病人の介護施設などを充実させる

男性の人数と同数にするなど、より多くの女性を

行政施策の審議等に登用する

自己実現や生きがい、余暇等、女性の生き方に関

する情報や相談、教育を充実させる

家庭・地域での役割、余暇等、女性の生き方に関

する情報や相談、教育を充実させる

各国の男女共同参画の情報提供や広い視野に立っ

た国際交流を推進する

何もする必要はない

その他

全体

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳以上
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（（（（４４４４））））男女共同参画社会男女共同参画社会男女共同参画社会男女共同参画社会をつくるためをつくるためをつくるためをつくるためにににに自分自分自分自分やややや企業企業企業企業がすべきことがすべきことがすべきことがすべきこと    

 

        問問問問２３２３２３２３    あなたやあなたやあなたやあなたや企業企業企業企業はどのようなことをしたらよいとはどのようなことをしたらよいとはどのようなことをしたらよいとはどのようなことをしたらよいと思思思思いますかいますかいますかいますか。。。。あてはまるものをあてはまるものをあてはまるものをあてはまるものを    

                        ３３３３つまでつまでつまでつまで選選選選んでくださいんでくださいんでくださいんでください。。。。    

 

 

 

    

    

    

    

  「労働時間短縮や育児や介護の休暇制度が普及されるよう心がけたり働きかける」が 45.5％ 

 と最も高く、次いで「男女の役割についての固定的な慣習、しきたりが改められるよう心がけ 

 たり働きかける」41.3％、「夫婦の間で家事などの分担をする」33.9％、「家事なども男女で 

 分担するよう子どもに教育する」31.4％、「企業中心が当たり前とする生き方、考えを改める」 

 21.9％などの順になっています。 

  性別でみると「企業中心が当たり前とする生き方、考えを改める」が男性 29.1％に対し、女 

 性 15.5％と男性が 13.6 ポイント高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

41.3%

45.5%

31.4%

16.9%

21.9%

19.8%

14.0%

2.5%

2.5%

10.3%

45.5%

19.1%

42.7%

36.4%

27.3%

18.2%

29.1%

17.3%

16.4%

3.6%

3.6%

6.4%

38.8%

11.6%

48.1%

31.8%

34.9%

16.3%

15.5%

22.5%

12.4%

1.6%

1.6%

12.4%

14.9%

33.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男女の役割についての固定的な慣習、しきたりが改められる

よう心がけたり働きかける

企業中心の社会のしくみが改められるよう心がけたり働きか

ける

労働時間短縮や育児や介護の休暇制度が普及されるよう心が

けたり働きかける

夫婦の間で家事などの分担をする

家事なども男女で分担するよう子どもに教育する

女性の社会的地位向上に対する関心を高める

企業中心が当たり前とする生き方、考えを改める

男性が家事などをすることへの抵抗感をなくす

夫が家事などをすることに家族が協力する

何もする必要はない

その他

無回答

全体

男性

女性

男女男女男女男女共同参画社会共同参画社会共同参画社会共同参画社会をつくるためにをつくるためにをつくるためにをつくるために自分自分自分自分やややや企業企業企業企業がすることとしてはがすることとしてはがすることとしてはがすることとしては、、、、労働時間短縮労働時間短縮労働時間短縮労働時間短縮やややや育児育児育児育児やややや介護介護介護介護のののの

休暇制度休暇制度休暇制度休暇制度がががが普及普及普及普及されるようにされるようにされるようにされるように心心心心がけることやがけることやがけることやがけることや、、、、男女男女男女男女のののの役割分担役割分担役割分担役割分担についてについてについてについて固定的固定的固定的固定的なななな慣習慣習慣習慣習、、、、しきたりしきたりしきたりしきたり

がががが改改改改められるようめられるようめられるようめられるよう心心心心がけやがけやがけやがけや働働働働きかけることがきかけることがきかけることがきかけることが必要必要必要必要とのとのとのとの意見意見意見意見がががが多多多多いいいい。。。。 
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  年齢別にみると「労働時間短縮や育児や介護の休暇制度が普及されるよう心がけたり働きか 

 ける」は５０歳代 58.5％で年齢層が低くなるほど高くなる傾向が見られます。「企業中心が当 

 たり前とする生き方、考えを改める」と「夫婦の間で家事などの分担をする」は２０歳代で高 

 くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※ 無回答を除き掲載 
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21.9%

19.8%

14.0%
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10.7%
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7.1%
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3.6%

38.5%

26.9%

53.8%

23.1%

30.8%

15.4%

38.5%

11.5%

7.7%

3.8%

7.7%

54.7%

15.1%

58.5%

39.6%

34.0%

17.0%

18.9%

22.6%

11.3%

0.0%

1.9%

30.9%

7.3%

45.5%

27.3%

38.2%

18.2%

16.4%

23.6%

23.6%

3.6%

1.8%

42.6%

12.8%

14.9%

36.2%

29.8%

21.3%

12.8%

23.4%

12.8%

2.1%

2.1%

33.9%

14.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男女の役割についての固定的な慣習、しきたりが改めら

れるよう心がけたり働きかける

企業中心の社会のしくみが改められるよう心がけたり働

きかける

労働時間短縮や育児や介護の休暇制度が普及されるよう

心がけたり働きかける

夫婦の間で家事などの分担をする

家事なども男女で分担するよう子どもに教育する

女性の社会的地位向上に対する関心を高める

企業中心が当たり前とする生き方、考えを改める

男性が家事などをすることへの抵抗感をなくす

夫が家事などをすることに家族が協力する

何もする必要はない

その他

全体

２０歳代

３０歳代

４０歳代

５０歳代

６０歳代

７０歳以上
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  宇治田原町の男女共同参画のためのまちづくりについて自由記述欄に記載を求めたところ、 

 ２９件の記入がありました。 

 

年齢 性別 記述内容 

２０歳代 男 性 余計なことに税金を使わないでほしい。 

２０歳代 女 性 
女性が中心にならなければ簡単には解決できないことやと思います。年長者と若者の交

流の場を！！ 

３０歳代 男 性 

宇治田原町には、まだまだ「男社会」の風土が残っていると思います。（身近にいる「子

どもを持つお父さん」が典型的な「昔の親父」っぽい人ばかり）そういう人たちの意識

を変えるには「習うより慣れろ」つまり、どんどん共働き家庭を増やすべきと思います。

ただ、そのために地方自治体（特に市町村）ができることは少ないように感じています。 

３０歳代 男 性 男と女は違うものなので男女平等は必要ないと思う。権利は平等であるべきだと思う。 

３０歳代 男 性 
・託児所付きの職場を増やす。  

・大型ショッピングモールができてほしい。 

３０歳代 男 性 こんな事がおこなわれていると知らなかった？ 

３０歳代 女 性 

男女共同参画とは、どういったものか。何を目指すのかなどを住民に明確にする。家庭

の状況などは個々別々なので、男女共同参画はなかなか難しいとは思うけれども、アン

ケートなどもっとたくさんの人に協力してもらい、町民の状況を、だいたいでいいので

把握していけばいいと思う。 

３０歳代 女 性 

まず、男女共同参画を全体的にアピールした方がよいと思う。アンケートを出して何が

どうなるのかが、まったくわからない。後、町内に子供を遊ばせる所（屋内屋外）で男

性でも子供を連れ出して面倒みやすい場があればいいと思う。男性が子育てを積極的に

行うことができれば男女共同はしやすい。 

３０歳代 女 性 子供の緊急あずかりがあると助かります。 

４０歳代 男 性 

女性に対する制度等を考えるよりも、男性に対して家事、育児等の障害になっている要

因を取り除くための動きをすべきではないかと思う。別にいやだからしていないのでは

なく、結果としてその様な社会のしくみになっていないためにできない（時間がないな

どで）状況になっていると思う。 

４０歳代 女 性 すごく遅れているのでもっともっと住みよい町づくりの為のとりくみをして欲しい。 

５０歳代 男 性 

男女平等がうたわれているが、実情はそのようになっていない。社会の仕組みそのもの

を女性が活躍できるようなものに改めていく必要がある。労働条件や家庭生活において

も女性が社会的に自立できるような基盤整備が必要となる。 

６６６６    自由意見自由意見自由意見自由意見    
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年齢 性別 記述内容 

５０歳代 男 性 

問１３、設問が無理しすぎ 何を求めてるの？ 問１６、１７、１８、設問ナンセンス

です。問２２、２３どうして３つとするのですか？愛するまち‘うじたわら’がすばら

しいまちとなるよう心からお願いします。日頃のがんばっておられる町政には、敬意と

感謝をしています。うじたわら町、サイコウです！！ 

５０歳代 男 性 

すぐ研修をしたりとか啓発活動をしたりとかやったら男女共同参画のまちづくりに有効

と考える人もいるが、こんなことではだめである。要するに「やっている」ということ

を強調しているだけで実効性は何も伴わない。法律の整備や施設整備などを充実してい

くべきである。 

５０歳代 女 性 
保育所の新設。今は詰め込みすぎているので小学校区に１つづつこどもがゆったりとす

ごせる預けやすい保育所が必要だと思う。 

６０歳代 男 性 
男女ともにあまり他人の目も気にせず、又昔からのしきたりにこだわらずに行動してゆ

く事。 

６０歳代 男 性 
日本には日本の数千年にわたる固有の文化があり国民のＤＮＡに入力されている。戦後

わずか６０年の短期間に文化の違う外国文化を導入しようとする所に無理がある。 

６０歳代 男 性 

アンケートについて：設問の主旨とモニター回答者（年令）の回答本意にギャップを感

じる。設問の主旨に基づき、回答者（年令）を限定するなり細分化した方が良い。男女

共同参画による町づくりについて：男女共同参画という狭義の意味にこだわりすぎでは

ないか。男女が自由に発言・発想できる土壌が一番大切ではないか？ 

６０歳代 男 性 男女平等に対する意識は、その役割に応じて受け入れられつつあると思います。 

６０歳代 男 性 

町づくりについての意見ではありません。問２２に対してよく理解出来ないもので私の

電子辞書では参画とは計画（の立案）に加わる事と意味が表示されました。私は男女共

同参画のまちづくりによる目的や意味を明記していただければ有り難いです。特に問２

２、２３に対しては私には判断できませんでした。 

６０歳代 女 性 

高齢化に伴い、作らなくなった田、畑、山林など目立って多くなっています。それらを

放置することは町全体の発展に歯止めをかけていると思われます。今後はそれらを友好、

活用し、田原町の発展をのぞみます。 

６０歳代 女 性 
私などは年寄りで男女平等と言われてもおこがましいですが、子供などは少々は今風で

家事分担など適当にやっているみたいです。 

６０歳代 女 性 

宇治田原町の古い地域に引っ越してきて、新旧の隔たりが多く見られ（あたりまえの事

ですが）その輪の中に参加したりするのに少ししんどい事があります。気楽にどんな事

でも参加できるようにやって頂いていますが地域住民の隔たりがなくなるような共同参

画まちづくりにして欲しいです。 

６０歳代 女 性 

子供を安心して育てる町が良い年よりばかりだと町がさみしい気がする。保育所、住宅

があれば、仕事は町以外に出ても良いが、安い住宅があれば良い。友人が子供を育てら

れたら宇治田原に住みたいと云っている。 

７０歳 

以上 
男 性 

土地の人、他からの転入された方の生き方、考え方がそれぞれ異なる。いかにマッチン

グ出来るかむずかしい問題だ。頑張って下さい。 
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年齢 性別 記述内容 

７０歳 

以上 
女 性 

年令的に家事その他において、長時間身体が持続できません。又昔人間ですから、何事

にも理解しにくい事、多々あります。時々、今日も命が有ったと思う喜び又同年代が亡

くなられた時は悲しい事が度重なると不安となってきます。 

７０歳 

以上 
女 性 

町と社協と教育委員会、ＪＡ等、横のつながり連絡をして色々な事業の日程の調整をお

願い致します。今年、農業祭とことぶき大学が午後が同じでした。 

７０歳 

以上 
女 性 ９０才の老人には、わかりません。アンケートはやめて下さい。 
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ⅢⅢⅢⅢ    アンケートアンケートアンケートアンケート用紙用紙用紙用紙    
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１．このアンケートの回答は、封筒の宛名ご本人にお願いします。

　　ください。

　平素は、宇治田原町の町政にご理解とご協力を賜り厚くお礼申し上げます。

　平成１３年度に策定した「いきいきさわやかプラン　宇治田原町女性行動計画」の計
画年度が平成２２年度で終了することから、本計画の改定とあわせて、男女共同参画社
会の実現にむけて、「宇治田原町男女共同参画計画」の策定作業を実施しているところ
です。

　そこで、住民の皆様方にアンケートをさせていただき、男女平等に関する意識や実態
などをお伺いし、その結果を当計画に反映させていきたいと考えています。

　なお、このアンケートの対象者は、町内にお住まいの２０歳以上の方の中から、
５００人を無作為に抽出させていただいています。

　回答回答回答回答はははは、、、、無記名無記名無記名無記名ですのでですのでですのでですので、、、、個人個人個人個人がががが特定特定特定特定されることはありませんされることはありませんされることはありませんされることはありません。。。。
　　　　またまたまたまた、、、、結果結果結果結果はははは本計画策定本計画策定本計画策定本計画策定にのみにのみにのみにのみ使用使用使用使用しししし、、、、他他他他のののの目的目的目的目的にににに使用使用使用使用することはありませんすることはありませんすることはありませんすることはありません。。。。

　ご協力いただきますようお願い申し上げます。

　平成２１年１２月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宇治田原町長　奥　田　光　治
　

　　　　宇治田原町役場宇治田原町役場宇治田原町役場宇治田原町役場　　　　行革行革行革行革・・・・計画推進室計画推進室計画推進室計画推進室

回答用紙回答用紙回答用紙回答用紙のののの記入記入記入記入にあたってのおにあたってのおにあたってのおにあたってのお願願願願いいいい

　ＴＥＬ　　ＴＥＬ　　ＴＥＬ　　ＴＥＬ　８８８８８８８８－－－－６６１５６６１５６６１５６６１５ 　ＦＡＸ　　ＦＡＸ　　ＦＡＸ　　ＦＡＸ　８８８８８８８８－－－－３２３１３２３１３２３１３２３１

　　にポストにご投函ください。

２．「その他（　）」にあてはまる場合は、その具体的な内容を（　）内にご記入

３．ご記入が終わられましたら、同封の返信用封筒に入れて１月１５日（金）まで

■■■■本本本本アンケートアンケートアンケートアンケートにににに関関関関するおするおするおするお問問問問いいいい合合合合わせわせわせわせ先先先先■■■■

男女共同参画社会に関する
アンケート

【ご協力のお願い】
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問問問問１１１１　　　　あなたのあなたのあなたのあなたの性別性別性別性別はははは。。。。

１．男性　　　　　　２．女性　　　　　　　　　　　

問問問問２２２２　　　　あなたのあなたのあなたのあなたの年齢年齢年齢年齢はははは。。。。

問問問問３３３３　　　　あなたのおあなたのおあなたのおあなたのお住住住住まいはどちらですかまいはどちらですかまいはどちらですかまいはどちらですか。。。。

問問問問４４４４　　　　あなたはあなたはあなたはあなたは結婚結婚結婚結婚されていますかされていますかされていますかされていますか。。。。

問問問問５５５５　　　　あなたとあなたとあなたとあなたと一緒一緒一緒一緒にににに暮暮暮暮らしているごらしているごらしているごらしているご家族家族家族家族はははは。。。。

問問問問６６６６　　　　あなたのあなたのあなたのあなたの職業職業職業職業はははは。。。。

（（（（２２２２つつつつ以上以上以上以上のののの職業職業職業職業をおもちのをおもちのをおもちのをおもちの場合場合場合場合はははは、、、、主主主主たるたるたるたる職業職業職業職業をををを１１１１つだけつだけつだけつだけ選選選選んでくださいんでくださいんでくださいんでください。。。。なおなおなおなお、、、、

出産出産出産出産・・・・育児育児育児育児・・・・介護介護介護介護などでなどでなどでなどで休暇中休暇中休暇中休暇中のののの場合場合場合場合はははは、、、、働働働働いているものとしていているものとしていているものとしていているものとして回答回答回答回答してくださいしてくださいしてくださいしてください。）。）。）。）

問問問問７７７７　（　（　（　（結婚結婚結婚結婚されているされているされているされている方方方方におたずねしますにおたずねしますにおたずねしますにおたずねします。）。）。）。）

あなたのごあなたのごあなたのごあなたのご夫婦夫婦夫婦夫婦はははは共働共働共働共働きをしていますかきをしていますかきをしていますかきをしていますか。。。。

１．２０歳代　　　　２．３０歳代　　　３．４０歳代

４．５０歳代　　　　５．６０歳代　　　６．７０歳以上　　　　　

８．無職　　　　　９．その他　　　　

１．単身世帯（ひとり暮らし）　　　　２．一世代世帯

３．二世代世帯　　　　　　　　　　　４．三世代世帯

５．その他の世帯（　　　　　　　　）　　　　　　　　　

１．会社員　　　　２．公務員　　　　３．農林業　　　４．自営業

５．パート・アルバイト・内職　　　　６．学生　　　　７．家事専業　　　　　　

１．している　　　　　　　　　　　　２．していない　　　　

ⅠⅠⅠⅠ．．．．あなたごあなたごあなたごあなたご自身自身自身自身のことについておたずねしますのことについておたずねしますのことについておたずねしますのことについておたずねします

１．結婚している　　　　　　　　　　　　　　　　　２．結婚していない　　　　

３．結婚していないが異性と同居している　　　　　　４．離別、死別　　　　　　　　

１．高尾　　　　２．郷之口　　　　３．銘城台　　　４．荒木

５．南　　　　　６．岩山　　　　　７．禅定寺　　　８．立川　　　　

９．湯屋谷　　１０．奥山田　　　１１．緑苑坂　　　　　
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問問問問８８８８　　　　男女平等男女平等男女平等男女平等はははは憲法憲法憲法憲法でででで保障保障保障保障されていますがされていますがされていますがされていますが、、、、現在現在現在現在、、、、日本日本日本日本のののの社会社会社会社会においてにおいてにおいてにおいて男女男女男女男女のののの地位地位地位地位はははは、、、、

どのどのどのどの程度平等程度平等程度平等程度平等になっているとになっているとになっているとになっていると思思思思いますかいますかいますかいますか。。。。それぞれのそれぞれのそれぞれのそれぞれの項目項目項目項目についてについてについてについて、、、、あてはまるあてはまるあてはまるあてはまる

番号番号番号番号にににに○○○○印印印印をつけてくださいをつけてくださいをつけてくださいをつけてください。。。。

①家庭生活(家事・育児・介護面など)では

②職場では

③学校教育の場では

⑤政治や行政の政策・方針決定の場では

⑥法律や制度の上では

⑦社会通念や慣習・しきたりなどでは

⑧社会全体では

問問問問９９９９　　　　あなたはあなたはあなたはあなたは結婚結婚結婚結婚についてどのようにおについてどのようにおについてどのようにおについてどのようにお考考考考えですかえですかえですかえですか。。。。あてはまるものをあてはまるものをあてはまるものをあてはまるものを１１１１つだけつだけつだけつだけ

選選選選んでくださいんでくださいんでくださいんでください。。。。

④地域活動の場(自治会・ボランティア活動など)では

6

6

3

3

3

3

3

3

3

3

１．結婚すべきである　　　　　　　　２．結婚したほうがよい

ⅢⅢⅢⅢ．．．．結婚結婚結婚結婚やややや職業職業職業職業などなどなどなど生活全般生活全般生活全般生活全般についておたずねしますについておたずねしますについておたずねしますについておたずねします

項　　　　目

6

6

6

6

5

5

３．結婚しないほうがよい　　　　　　４．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

5

5

5

5

4

4

4

41

5

5

4

4

4

4

2

2

2

2

2

2

1

1

1

1

ⅡⅡⅡⅡ．．．．男女平等男女平等男女平等男女平等にににに関関関関するするするする意識意識意識意識についておたずねしますについておたずねしますについておたずねしますについておたずねします

1

1

6

6

1

2

2

男
性
の
方
が
非
常
に
優
遇
さ
れ

て
い
る

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
男
性
の
方

が
優
遇
さ
れ
て
い
る

女
性
の
方
が
非
常
に
優
遇
さ
れ
て

い
る

平
等
で
あ
る

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
女
性
の
方
が

優
遇
さ
れ
て
い
る

わ
か
ら
な
い

男
性
の
方
が
非
常
に
優
遇
さ
れ

て
い
る

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
男
性
の
方

が
優
遇
さ
れ
て
い
る

女
性
の
方
が
非
常
に
優
遇
さ
れ
て

い
る

平
等
で
あ
る

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
女
性
の
方
が

優
遇
さ
れ
て
い
る

わ
か
ら
な
い

男
性
の
方
が
非
常
に
優
遇
さ
れ

て
い
る

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
男
性
の
方

が
優
遇
さ
れ
て
い
る

女
性
の
方
が
非
常
に
優
遇
さ
れ
て

い
る

平
等
で
あ
る

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
女
性
の
方
が

優
遇
さ
れ
て
い
る

わ
か
ら
な
い

男
性
の
方
が
非
常
に
優
遇
さ
れ

て
い
る

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
男
性
の
方

が
優
遇
さ
れ
て
い
る

女
性
の
方
が
非
常
に
優
遇
さ
れ
て

い
る

平
等
で
あ
る

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
女
性
の
方
が

優
遇
さ
れ
て
い
る

わ
か
ら
な
い

男
性
の
方
が
非
常
に
優
遇
さ
れ

て
い
る

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
男
性
の
方

が
優
遇
さ
れ
て
い
る

女
性
の
方
が
非
常
に
優
遇
さ
れ
て

い
る

平
等
で
あ
る

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
女
性
の
方
が

優
遇
さ
れ
て
い
る

わ
か
ら
な
い

－56－



問問問問１０１０１０１０　　　　日本日本日本日本ではではではでは晩婚化晩婚化晩婚化晩婚化がががが進進進進んでいますがんでいますがんでいますがんでいますが、、、、晩婚化晩婚化晩婚化晩婚化のののの理由理由理由理由についてについてについてについて、、、、あなたはどのようあなたはどのようあなたはどのようあなたはどのよう

におにおにおにお考考考考えですかえですかえですかえですか。。。。あてはまるものをあてはまるものをあてはまるものをあてはまるものを２２２２つまでつまでつまでつまで選選選選んでくださいんでくださいんでくださいんでください。。。。

問問問問１１１１１１１１　　　　あなたはあなたはあなたはあなたは離婚離婚離婚離婚についてどのようにおについてどのようにおについてどのようにおについてどのようにお考考考考えですかえですかえですかえですか。。。。あてはまるものをあてはまるものをあてはまるものをあてはまるものを１１１１つだけつだけつだけつだけ選選選選んんんん

でくださいでくださいでくださいでください。。。。

１．なるべくなら我慢して離婚しないほうがよい

２．離婚するなら子どもが成長するのを待ってからすべきである

３．離婚を考えるほどの問題があれば離婚すべきである

１．独身生活のほうが自由である

２．結婚しないことに対する世間のこだわりが少なくなった

４．わからない

７．社会慣行として見合いが減少した

８．親離れができていない

９．兄弟姉妹の数が減ったことや一人っ子が増えたため

10．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

３．仕事のためには独身のほうが都合がよい

４．仕事をもつ女性が増えて、女性の経済力が向上した　　　　　　　　　　

５．家事・育児に対する負担感・拘束感が大きいため

６．相手に高望みをしている
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問問問問１２１２１２１２　（　（　（　（現在企業現在企業現在企業現在企業やややや団体団体団体団体などでなどでなどでなどで就労就労就労就労しているしているしているしている方方方方におたずねしますにおたずねしますにおたずねしますにおたずねします。）。）。）。）

あなたのあなたのあなたのあなたの職業職業職業職業・・・・職場職場職場職場についてについてについてについて、、、、あてはまるものをすべてあてはまるものをすべてあてはまるものをすべてあてはまるものをすべて選選選選んでくださいんでくださいんでくださいんでください。。。。

問問問問１３１３１３１３　（　（　（　（結婚結婚結婚結婚されているされているされているされている方方方方※※※※におたずねしますにおたずねしますにおたずねしますにおたずねします。。。。※※※※婚姻婚姻婚姻婚姻はしていないがはしていないがはしていないがはしていないが異性異性異性異性とととと同居同居同居同居してしてしてして

     いる     いる     いる     いる方方方方もももも含含含含みますみますみますみます。）。）。）。）

結婚結婚結婚結婚・・・・出産後出産後出産後出産後のあなたののあなたののあなたののあなたの就労就労就労就労・・・・退職退職退職退職についてについてについてについて満足満足満足満足していますかしていますかしていますかしていますか。。。。

あてはまるものをあてはまるものをあてはまるものをあてはまるものを１１１１つだけつだけつだけつだけ選選選選んでくださいんでくださいんでくださいんでください。。。。

（（（（男性男性男性男性もももも、、、、自分自分自分自分のののの結婚後結婚後結婚後結婚後、、、、配偶者配偶者配偶者配偶者のののの出産後出産後出産後出産後のののの自分自身自分自身自分自身自分自身のことのことのことのことをおをおをおをお答答答答えくださいえくださいえくださいえください。）。）。）。）

３．退職せずに育児休暇をとりたかった　　　４．もっと長く育児休暇をとりたかった　　　　　　　　　　

５．もっと長期間働きたかった　　　　

６．性別のために上司や取引先などから信頼されないことがある

７．結婚したり、子どもが生まれたりすると勤めにくい

８．セクシュアル・ハラスメント※（セクハラ）の被害にあったことがある

９．身近にセクハラがあるのを知っている

８．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

７．退職して家庭や育児に専念したかった

 ※セクシュアル・ハラスメント・・・職場や教育現場などで行われる一方的な性的要求、性的ないやがらせや

　脅迫などの言動。男性側の逆セクシュアル・ハラスメントも含むものとして考えてください。

10．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

１．満足　　　　　　　　　　　　　　　　　２．退職せずに働きたかった　　　

１．就職活動時に男女の不平等を感じた　　　　２．職務内容に男女の不平等を感じる　　　　

３．給与や昇進に男女の不平等を感じる　　　　４．研修機会などに男女の不平等を感じる　　　　　　　　　

５．女性の意見や価値観が尊重されない　　　　

６．もっと家庭生活を優先しながら働きたかった
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問問問問１５１５１５１５　（　（　（　（結婚結婚結婚結婚されているされているされているされている方方方方、、、、※※※※におたずねしますにおたずねしますにおたずねしますにおたずねします。。。。※※※※婚姻婚姻婚姻婚姻はしていないがはしていないがはしていないがはしていないが異性異性異性異性とととと同居同居同居同居してしてしてして

　　　　　　　　いるいるいるいる方方方方もももも含含含含みますみますみますみます。）。）。）。）

①掃除

②食事のしたく

③食事の後かたづけ、食器洗い

④洗たく

⑤育児（育児のある方のみお答えください）

⑥介護（介護のある方のみお答えください）

5 6

1 2 3 4 5 6

あなたのあなたのあなたのあなたの家庭家庭家庭家庭ではではではでは、、、、次次次次のようなのようなのようなのような家事家事家事家事をををを、、、、主主主主にだれがにだれがにだれがにだれが分担分担分担分担していますかしていますかしていますかしていますか。。。。それぞれのそれぞれのそれぞれのそれぞれの項項項項
目目目目についてについてについてについて、、、、あてはまるあてはまるあてはまるあてはまる番号番号番号番号にににに○○○○印印印印をつけてくださいをつけてくださいをつけてくださいをつけてください。。。。

家
族
全
員

そ
の
他
の
人

1 2 3 4 5 6

6

6

6

夫 妻
子
ど
も

わ
か
ら
な
い

１．職業をもたないほうがよい　　　　　　

問問問問１４１４１４１４　　　　女性女性女性女性がががが職業職業職業職業（（（（収入収入収入収入のあるのあるのあるのある仕事仕事仕事仕事））））をもつことについてをもつことについてをもつことについてをもつことについて、、、、あなたはどのようにおあなたはどのようにおあなたはどのようにおあなたはどのようにお考考考考えでえでえでえで
すかすかすかすか。。。。あてはまるものをあてはまるものをあてはまるものをあてはまるものを１１１１つだけつだけつだけつだけ選選選選んでくださいんでくださいんでくださいんでください。。。。

1 2 4 53

1 2 3 4

5

1 2 4 5

3

3

２．結婚するまでは、職業をもつほうがよい

３．子どもができるまでは、職業をもつほうがよい

４．子どもができても、ずっと職業を続けるほうがよい

５．子どもはつくらずに、そのまま職業を続けるほうがよい

６．子どもができたら職業をやめ、大きくなったら再び職業をもつほうがよい

７．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

８．わからない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

項　　　　目

1 2 4
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問問問問１６１６１６１６　　　　セクシュアルセクシュアルセクシュアルセクシュアル・・・・ハラスメントハラスメントハラスメントハラスメント（（（（セクハラセクハラセクハラセクハラ））））がががが問題問題問題問題になっていますがになっていますがになっていますがになっていますが

経験経験経験経験したりしたりしたりしたり、、、、見聞見聞見聞見聞きしたことがありますかきしたことがありますかきしたことがありますかきしたことがありますか。。。。あてはまるものをすべてあてはまるものをすべてあてはまるものをすべてあてはまるものをすべて選選選選んでくださんでくださんでくださんでくださ

いいいい。。。。

問問問問１７１７１７１７　　　　あなたはあなたはあなたはあなたはセクハラセクハラセクハラセクハラがががが起起起起こるこるこるこる主主主主なななな理由理由理由理由はははは何何何何だとだとだとだと思思思思いますかいますかいますかいますか。。。。あてはまるものをあてはまるものをあてはまるものをあてはまるものを１１１１つだつだつだつだ

けけけけ選選選選んでくださいんでくださいんでくださいんでください。。。。

問問問問１８１８１８１８　　　　女性女性女性女性がががが夫夫夫夫、、、、恋人恋人恋人恋人などからなどからなどからなどから受受受受けるけるけるける身体的身体的身体的身体的・・・・心理的心理的心理的心理的なななな暴力暴力暴力暴力((((ドメスティックドメスティックドメスティックドメスティック・・・・バイオバイオバイオバイオ

レンスレンスレンスレンス))))がががが問題問題問題問題となっていますがとなっていますがとなっていますがとなっていますが、、、、あなたはあなたはあなたはあなたは、、、、夫婦夫婦夫婦夫婦やややや恋人恋人恋人恋人などとのなどとのなどとのなどとの間間間間でのでのでのでの暴力暴力暴力暴力につにつにつにつ

いていていていて経験経験経験経験したりしたりしたりしたり見聞見聞見聞見聞きしたことがありますかきしたことがありますかきしたことがありますかきしたことがありますか。。。。あてはまるものをすべてあてはまるものをすべてあてはまるものをすべてあてはまるものをすべて選選選選んでくんでくんでくんでく

ださいださいださいださい。。。。

５．見聞きしたことはない

６．そういう言葉は聞いたことがない

１．自分自身がドメスティック・バイオレンスを受けたことがある。

２．自分自身がドメスティック・バイオレンスと思える行為を相手にしたことがある。

３．身近にドメスティック・バイオレンスを受けたことがある人を知っている

４．テレビや新聞などで問題になっていることは知っている

ⅣⅣⅣⅣ．．．．人権人権人権人権についておたずねしますについておたずねしますについておたずねしますについておたずねします

１．自分自身がセクハラを受けたことがある。

２．自分自身がセクハラと思える行為を相手にしたことがある。

３．身近にセクハラを受けたことがある人を知っている

４．テレビや新聞などで問題になっていることは知っている

５．見聞きしたことはない

６．そういう言葉は聞いたことがない

１．加害者だけでなく、セクハラを許すような社会の雰囲気に問題がある

２．被害者にセクハラを受ける原因があるからだ

３．女性を「女の子」扱いし、一人前の社会人とみなさないからだ

４．男性優位の意識があるからだ

５．根強い男女の役割分担意識があるからだ

６．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
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問問問問１９１９１９１９　　　　女性女性女性女性にににに対対対対するするするする暴力暴力暴力暴力やややや性犯罪性犯罪性犯罪性犯罪、、、、売買春売買春売買春売買春、、、、セクハラセクハラセクハラセクハラなどからなどからなどからなどから人権人権人権人権をををを守守守守るためにるためにるためにるために何何何何がががが必必必必

要要要要だとだとだとだと思思思思いますかいますかいますかいますか。。。。あてはまるものをすべてあてはまるものをすべてあてはまるものをすべてあてはまるものをすべて選選選選んでくださいんでくださいんでくださいんでください。。。。

問問問問２０２０２０２０　　　　府府府府やややや町町町町からからからから審議会審議会審議会審議会などのなどのなどのなどの委員委員委員委員にににに就任就任就任就任してほしいとしてほしいとしてほしいとしてほしいと依頼依頼依頼依頼されたらどうしますかされたらどうしますかされたらどうしますかされたらどうしますか。。。。

あてはまるものをあてはまるものをあてはまるものをあてはまるものを１１１１つだけつだけつだけつだけ選選選選んでくださいんでくださいんでくださいんでください。。。。

問問問問２１２１２１２１　　　　宇治田原町宇治田原町宇治田原町宇治田原町のまちづくりやのまちづくりやのまちづくりやのまちづくりや行政行政行政行政にはにはにはには、、、、女性女性女性女性のののの意見意見意見意見がががが反映反映反映反映されているとされているとされているとされていると思思思思いますかいますかいますかいますか。。。。

あてはまるものをあてはまるものをあてはまるものをあてはまるものを１１１１つだけつだけつだけつだけ選選選選んでくださいんでくださいんでくださいんでください。。。。

問問問問２２２２２２２２　　　　男女共同参画社会男女共同参画社会男女共同参画社会男女共同参画社会をつくるためにをつくるためにをつくるためにをつくるために、、、、行政行政行政行政はどのようなことをしたらよいとはどのようなことをしたらよいとはどのようなことをしたらよいとはどのようなことをしたらよいと

思思思思いますかいますかいますかいますか。。。。あてはまるものをあてはまるものをあてはまるものをあてはまるものを３３３３つまでつまでつまでつまで選選選選んでくださいんでくださいんでくださいんでください。。。。

５．保育施設や学童保育などを充実させる

６．高齢者や病人の介護施設などを充実させる

７．男性の人数と同数にするなど、より多くの女性を行政施策の審議等に登用する

８．自己実現や生きがい、余暇等、女性の生き方に関する情報や相談、教育を充実させる

１．住民に男女共同参画についての啓発活動を進める

２．学校教育や社会教育等の場で、男女平等と相互の理解や協力についての学習を充実する

３．女性の就労機会を増やしたり、女性のための多様な職業教育・訓練を充実させる

４．育児休業・介護休暇などの制度を男女ともにもっと利用できるよう普及させる

３．相談機関や保護施設を整備する

４．家庭における男女平等や性についての教育を充実させる

１．積極的に就任する　　　　　　　　　　　　２．時間などに余裕があれば就任する　　　　

３．知識や能力がある分野なら就任する　　　　４．断る　　　　　　　　

５．学校における男女平等や性についての教育を充実させる

６．テレビや出版物などのメディアにおいて、性や暴力表現にもっと配慮する

７．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ⅤⅤⅤⅤ．．．．男女共同参画男女共同参画男女共同参画男女共同参画のまちづくりについておたずねしますのまちづくりについておたずねしますのまちづくりについておたずねしますのまちづくりについておたずねします

１．犯罪の取り締まりを強化する　　　　　

２．法律・制度の制定や見直しをする

１．十分反映されている　　　　　　　　　　　２．まあまあ反映されている　　　　

３．あまり反映されていない　　　　　　　　　４．全く反映されていない　　　　　　　　　　

５．わからない　　　　　　　　　　　　　　　　

－61－



問問問問２３２３２３２３　　　　ではではではでは、、、、あなたやあなたやあなたやあなたや企業企業企業企業はどのようなことをしたらよいとはどのようなことをしたらよいとはどのようなことをしたらよいとはどのようなことをしたらよいと思思思思いますかいますかいますかいますか。。。。

あてはまるものをあてはまるものをあてはまるものをあてはまるものを３３３３つまでつまでつまでつまで選選選選んでくださいんでくださいんでくださいんでください。。。。

問問問問２４２４２４２４　　　　最後最後最後最後にににに、、、、宇治田原町宇治田原町宇治田原町宇治田原町のののの男女共同参画男女共同参画男女共同参画男女共同参画のためのまちづくりについてごのためのまちづくりについてごのためのまちづくりについてごのためのまちづくりについてご意見意見意見意見がありまがありまがありまがありま

したらしたらしたらしたら、、、、ごごごご自由自由自由自由におにおにおにお書書書書きくださいきくださいきくださいきください

ごごごご協力協力協力協力ありがとうございましたありがとうございましたありがとうございましたありがとうございました。。。。

８．男性が家事などをすることへの抵抗感をなくす

９．夫が家事などをすることに家族が協力する

10．何もする必要はない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

11．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

４．夫婦の間で家事などの分担をする

５．家事なども男女で分担するよう子どもに教育する

６．女性の社会的地位向上に対する関心を高める

７．企業中心が当たり前とする生き方、考えを改める

１．男女の役割についての固定的な慣習、しきたりが改められるよう心がけたり働きかける

２．企業中心の社会のしくみが改められるよう心がけたり働きかける

３．労働時間短縮や育児や介護の休暇制度が普及されるよう心がけたり働きかける

９．家庭・地域での役割、余暇等、女性の生き方に関する情報や相談、教育を充実させる

10．各国の男女共同参画の情報提供や広い視野に立った国際交流を推進する

11．何もする必要はない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

12．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
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宇治田原町男女共同参画計画策定宇治田原町男女共同参画計画策定宇治田原町男女共同参画計画策定宇治田原町男女共同参画計画策定にかかるにかかるにかかるにかかるアンケートアンケートアンケートアンケート報告書報告書報告書報告書    

平成平成平成平成２２２２２２２２年年年年２２２２月月月月発行発行発行発行    

宇治田原町行革宇治田原町行革宇治田原町行革宇治田原町行革・・・・計画推進室計画推進室計画推進室計画推進室    

〒〒〒〒６１０６１０６１０６１０－－－－０２８９０２８９０２８９０２８９    京都府綴喜郡宇治田原町大字荒木小字西出京都府綴喜郡宇治田原町大字荒木小字西出京都府綴喜郡宇治田原町大字荒木小字西出京都府綴喜郡宇治田原町大字荒木小字西出１０１０１０１０番地番地番地番地

TEL:TEL:TEL:TEL:0774077407740774----88888888----6615661566156615（（（（直通直通直通直通））））    

http://www.town.ujitawara.kyoto.jphttp://www.town.ujitawara.kyoto.jphttp://www.town.ujitawara.kyoto.jphttp://www.town.ujitawara.kyoto.jp    
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